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問題Ⅰ（必須科目） 
問題文およびＡ評価答案例 

問題Ⅰ-1、Ⅰ-2 の順に、以下の構成になっています。

 問題文（解説付き） 

 A 評価答案例 5 例 

65 点以上の安全圏だと思うもの 

→ お手本にしてもいいと思うもの 

 A 評価答案例 5 例 

65 点未満でギリギリ A 評価だと思うもの 

→ どういう点がマイナスかのコメント付き 



【問題の解説】
「全国的なネットワークを形成するとともに地域・拠点間の連結及び地域内ネットワークの
強化を目指す社会資本整備を進めるに当たり」とあるので、全国的・地域拠点間連結・地域
内の3つのネットワークを強化しようとしたときに何が課題になるかをあげるといいでしょう。
ネットワーク強化が解決策に課題をあげるのではない点に注意が必要です。
そして「投入できる人員や予算に限りがあることを前提に」とあるので、3つの課題のうち
1つは人材不足あるいはスキル不足、1つは予算不足による問題をあげて課題を抽出すればい
いでしょう。
設問3では「すべての解決策を実行して生じる」とあるので、懸念事項は解決策実行後に生
じるリスクすなわち二次リスクをあげる必要があります。ここで解決策の実行を妨げるリス
クをあげてはいけません。
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Ⅰ－1　事例01
設問1の課題は、問題＆問題分析→課題抽出のロジック構成になっており評価できます。内容も
1つ目と2つ目はネットワーク形成の課題で妥当です。3つ目はネットワークに限らないかなとい
う点がちょっとマイナスです。
設問2の解決策は概要→詳細という構成になっており、内容も妥当です。
設問3は二次リスクといえるかちょっと疑問ですが、解決策がうまく機能しない場合の代替案提
示になっていて評価できます。
設問4は倫理・持続可能性とも妥当な内容です。
厳しくみても65点は取れているかなと思います。
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Ⅰ-1　事例02
設問1の課題は、問題＆問題分析→課題抽出のロジック構成になっています。一方内容は、問題
文にある予算制限に応じた課題はありますが、できれば人材の観点もほしいところです。
設問2の解決策は全国的ネットワークと地域内ネットワークの内容で妥当です。
設問3はセキュリティのリスクで、対応策も含めて順当です。
設問4は倫理は公共の安全、持続可能性は環境の保全になっており、内容も妥当です。
65点程度、あるいはそれ以上取れていると思います。



   
 

 

   

                                  

     

 

 

    

 

  

    

 

  

    

       

 



   
 

 

   

                                  

     

 

    

 

 

    

 

 

     

    

 

    

 

 



選択科目   都市及び地方計画 

技術士第二次試験 答案用紙 

 

あ 
 

  

技 術 部 門       建 設 部 門

専門とする事項  ランドスケープ設計 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－  １ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

持 続 可 能 で 暮 ら し や す い 地 域 社 会 の 実 現  

（ １ ） ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 と 地 域 ・ 拠 点 間 の 連 結 及 び

地 域 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 の た め の 社 会 資 本 整 備 の 課 題  

課 題 ① デ ジ タ ル を 活 用 し た 地 域 生 活 圏 の 形 成  

 現 在 、 地 方 に お い て 少 子 高 齢 化 が 進 ん で お り 、 生 産

年 齢 人 口 は 2 0 2 4 年 ま で に 約 2 割 が 減 少 す る と い わ れ

て い る 。 ま た 、 中 心 市 街 地 の 空 洞 化 や 空 き 家 増 加 等 の

地 方 の 魅 力 を 低 下 さ せ る 問 題 も 生 じ て い る 。 そ の た め 、

生 産 性 の 観 点 か ら 、 い か に デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し 効 率

的 に 地 方 の 魅 力 を 向 上 さ せ る か が 課 題 で あ る 。  

課 題 ② 官 民 連 携 の 体 制 の 構 築  

 地 方 公 共 団 体 で は 技 術 系 の 職 員 が 5 人 以 下 の 自 治 体

が 半 数 を 占 め る 。 ま た 、 社 会 保 障 費 が 増 加 し て い る 中

で 地 方 公 共 団 体 を 主 体 と し た 街 づ く り に は 限 界 が あ る 。

そ の た め 、 限 ら れ た 人 ・ 金 の 中 で の 持 続 可 能 な ま ち づ

く り の 観 点 か ら 、 民 間 活 力 を 導 入 す る 体 制 を い か に 形

成 す る か が 課 題 で あ る 。  

課 題 ③ 地 方 と 都 市 を 結 ぶ 交 通 網 の 整 備  

 ア フ タ ー コ ロ ナ の 社 会 に お い て 地 方 へ の 移 住 や 地 域

居 住 、 地 方 で の ワ ー ケ ー シ ョ ン の 需 要 が 高 ま っ て い る 。

地 方 の 活 性 化 の た め 、 交 流 人 口 の 増 加 促 進 の 観 点 か ら 、

都 市 と 地 方 を 結 ぶ 交 通 網 の 整 備 に よ り い か に 時 間 的 距

離 を 短 縮 す る か が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 解 決 策  

 地 方 の 持 続 可 能 性 と 暮 ら し や す さ に 最 も 影 響 す る と

Ⅰ－1　事例03
設問1の課題は、問題＆問題分析→課題抽出のロジック構成になっており評価できます。内容は
1つ目と2つ目がネットワーク形成から少し外れていますが3つ目は妥当です。
設問2の解決策はまちづくり全般ですが、MaaSや自動運転が入っているので、キーワード的には
ある程度の得点が期待できます。
設問3はデジタル化の二次リスクとして順当でしょう。
設問4は倫理の観点に公共の安全とともに守秘義務が入ってきていますが、持続可能性は妥当な
内容で、大きなマイナスにはなっていないと思います。
全体としては65点低度、もしかすると70点くらい取れているかなと思います。
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

考 え 、 課 題 ① を 最 も 重 要 な 課 題 と す る 。  

解 決 策 ① 地 域 公 共 交 通 に お け る デ ジ タ ル 技 術 の 活 用  

 地 方 に お い て 公 共 交 通 は 生 活 を 支 え る 基 盤 と な る も

の で あ る が 、 人 材 不 足 や 経 営 の 赤 字 化 が 深 刻 な 問 題 で

あ る 。 そ こ で 、 Ａ Ｉ を 活 用 し た デ マ ン ド 交 通 を 実 装 す

る 。 ま た 、 各 交 通 手 段 と 各 拠 点 を 円 滑 に 移 動 で き る よ

う M a a S を 実 装 す る 。 こ れ に よ り 、 地 域 の ニ ー ズ を よ

り 反 映 し た 効 率 的 な 移 動 を 実 現 す る 。  

解 決 策 ② 空 き 家 や 低 未 利 用 地 の 利 用 促 進  

 発 生 し た 空 き 家 等 を 効 果 的 に 活 用 す る た め 、 G I S に

収 集 し た デ ー タ を 反 映 し 、 配 置 や 状 態 等 の 様 々 な 情 報

を 見 え る 化 す る 。 ま た 、 国 土 交 通 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の

交 通 や 人 流 、 経 済 等 と の 情 報 と も 連 携 さ せ る 。 こ れ に

よ り 、 空 き 家 等 を 賑 わ い 拠 点 や テ レ ワ ー ク 拠 点 な ど の

実 態 に 合 っ た 効 果 的 な 活 用 が 可 能 と な る 。  

解 決 策 ③ ス マ ー ト シ テ ィ へ の 転 換  

 D X を 取 り 入 れ る こ と で ウ ェ ル ビ ー イ ン グ の 達 成 を

目 指 す ス マ ー ト シ テ ィ へ の 転 換 に 取 り 組 ん で い く 。 目

指 す べ き ビ ジ ョ ン を 定 め 、 地 域 住 民 へ 共 有 し て い く こ

と で 、 地 域 の 理 解 の 醸 成 と 新 た な 事 業 の 創 出 が 期 待 さ

れ る 。 取 り 組 み と し て 例 え ば 、 レ ベ ル ４ の 自 動 運 転 技

術 を 社 会 実 験 を 経 て 実 装 し 、 物 流 輸 送 の ラ ス ト ワ ン マ

イ ル に 活 用 す る 。  

（ ３ ） 波 及 効 果 と 懸 念 事 項 の 対 応 策  

① 波 及 効 果  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 地 方 の 魅 力 向 上 に よ り 東 京 一 極 集 中 を 是 正 す る 。 人

口 の 密 集 が 解 消 さ れ る た め 渋 滞 の 解 消 や ヒ ー ト ア イ ラ

ン ド 現 象 の 緩 和 に つ な が る 。 ま た 、 出 生 率 の 低 い 東 京

か ら の 人 口 流 出 に よ り 少 子 化 を 緩 和 す る 。  

② 懸 念 事 項 と そ の 対 応 策  

懸 念 事 項 ： デ ジ タ ル ・ デ ィ ハ イ ド の 発 生  

 デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た ま ち づ く り に は デ ジ タ ル 人

材 の 確 保 が 必 要 で あ る 。 そ の た め 、 地 域 内 外 に お い て

格 差 が 生 じ や す い 。  

対 応 策 ： 公 共 施 設 の 管 理 運 営 で デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し

よ う と し た 際 に 、 周 辺 地 域 と 連 携 し て 包 括 的 民 間 委 託

を 行 う 。 こ れ に よ り 一 体 的 で 格 差 の な い 、 よ り 良 い サ

ー ビ ス を 提 供 す る こ と が で き る 。  

（ ４ ） 技 術 者 と し て 必 要 な 要 件 と 留 意 点  

① 技 術 者 と し て の 倫 理 の 観 点  

 常 に 公 共 の 利 益 を 優 先 し て 進 め る 。 目 先 の 利 益 に と

ら わ れ ず 、 発 生 す る リ ス ク や 懸 念 事 項 を 丁 寧 に 関 係 者

に 説 明 し な が ら 進 め る 。 ま ち づ く り に 係 る 業 務 で は 個

人 情 報 を 取 り 扱 う こ と が 多 い が 、 個 人 情 報 の 取 り 扱 い

に は 最 大 限 注 意 す る 。  

② 社 会 の 持 続 性 の 観 点  

 地 域 社 会 に お い て 人 だ け で な く 自 然 や 生 態 系 も 重 要

な 構 成 要 素 と 捉 え 、 そ れ ら の 持 続 性 を 損 な う こ と が な

い よ う 配 慮 し 、 自 然 環 境 や 生 態 系 の 保 全 の た め の 取 り

組 み を 行 う 。  



選択科目    
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技術部門                   部門  

専門とする事項   

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

 

（ １ ） ３ つ の 観 点 と 課 題  

① リ ダ ン ダ ン シ ー 強 化 の 観 点 か ら 高 速 道 路 を 含 む 主 要

道 路 の 整 備  

我 が 国 の 高 速 道 路 の 建 設 は 未 だ 道 半 ば で あ り 、 ミ ッ

シ ン グ リ ン ク も 多 く 存 在 し て い る 。 ま た 、 災 害 に よ る

閉 塞 や 通 行 止 め も 発 生 し て い る こ と か ら 、 そ れ ら の 整

備 と 強 化 は 全 国 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 に 欠 か せ な い も の

で あ る 。 よ っ て 、 い か に 高 速 道 路 を 含 む 主 要 道 路 の 整

備 を 行 っ て い く か が 課 題 で あ る 。  

② 維 持 管 理 の 持 続 可 能 性 の 観 点 か ら コ ン パ ク ト プ ラ ス

ネ ッ ト ワ ー ク の 推 進  

人 口 減 少 し て い く 我 が 国 に お い て も 、 イ ン フ ラ の 維

持 管 理 は 社 会 の 持 続 に 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る 。 新 技

術 を 駆 使 し た ソ サ エ テ ィ ５ ． ０ の 推 進 や 、 都 市 の ス ポ

ン ジ 化 を 立 体 道 路 制 度 を 活 用 し て 解 消 す る な ど 、 多 角

的 な 方 策 で 、 効 果 的 な 維 持 管 理 の 可 能 な 都 市 を 形 成 す

る こ と が 重 要 で あ る 。 よ っ て 、 そ れ ら を 活 用 し 、 い か

に コ ン パ ク ト ＋ ネ ッ ト ワ ー ク を 推 進 す る か が 課 題 で あ

る 。  

③ 建 設 業 の 魅 力 向 上 の 観 点 か ら 働 き 方 改 革 の 推 進  

我 が 国 の 人 口 は ２ ０ １ ２ 年 に ピ ー ク を 迎 え て そ の 後

減 少 し 続 け 、 現 在 は 少 子 高 齢 化 に 伴 う 生 産 年 齢 人 口 の

減 少 が 問 題 に な っ て い る 。 一 方 、 建 設 業 は 若 者 に ３ K

（ き つ い ・ 汚 い ・ 危 険 ） と 呼 ば れ 敬 遠 さ れ て い る 。 今

後 、 人 口 減 少 社 会 に お い て も イ ン フ ラ 整 備 の 担 い 手 を

Ⅰ－1　事例04
設問1の課題は、問題＆問題分析→課題抽出のロジック構成で高評価です。内容は2つ目、3つ目
とだんだんネットワークの話ではなくなっていくのですが内容自体は妥当です。
設問2の解決策は、最もネットワークという題意に沿った課題を選んでいます。内容は1つ目と
3つ目妥当です。2つ目は高速道路ではないですが、高速道路を「含む」なので、許容範囲です。
設問3は波及効果、懸念事項とも妥当で、懸念事項は二次リスクといえるものです。
設問4は倫理・持続可能性とも妥当な内容です。
設問1の2つ目と3つ目がマイナスですが、トータルでは65点は取れているかなと思います。
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

確 保 し 続 け る た め に 、 i - C o n s t r u c t i o n  な ど の 働 き 改

革 を 推 進 し 、 ３ K  を 新 ・ ３ K （ 給 料 が い い ・ 休 暇 が 取

れ る ・ 希 望 が も て る ） へ 変 え て い く 必 要 が あ る 。 よ っ

て 、 い か に 建 設 業 の 魅 力 の 向 上 の た め に 働 き 方 改 革 を

推 進 す る か が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

最 も 重 要 と 考 え る 課 題 は （ １ ） ① 高 速 道 路 を 含 む 主

要 道 路 の 整 備 で あ る 。 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。  

① 高 速 道 路 の 整 備  

我 が 国 の 高 速 道 路 は 供 用 区 間 の ４ 割 が 二 車 線 区 間 と

な っ て お り 、 先 進 国 の 中 で は 高 い 割 合 と な っ て い る 。

二 車 線 区 間 は 災 害 時 の 閉 塞 や 通 行 止 め の 発 生 率 が 高 く

な る た め 、 四 車 線 化 へ の 整 備 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 未

整 備 区 間 に お い て も 、 都 市 間 の 繋 が り や 速 達 性 の 向 上

の た め に 、 整 備 を 進 め て い く 。  

② 無 電 柱 化  

我 が 国 の 無 電 柱 化 率 は １ ０ ％ 以 下 で あ り 、 先 進 国 の

中 で は 圧 倒 的 な 低 さ と な っ て い る 。 電 柱 は 災 害 時 の 道

路 閉 塞 や 停 電 、 良 好 な 景 観 の 妨 げ に も な る こ と か ら 、

無 電 柱 化 の 推 進 が 望 ま し い 。 低 コ ス ト 手 法 （ 浅 層 埋 設 、

簡 易 ボ ッ ク ス ） 、 軒 下 配 線 、 緊 急 輸 送 道 路 で の 届 出 勧

告 制 度 、 固 定 資 産 税 の 減 免 な ど 、 様 々 な 方 策 を 用 い て

無 電 柱 化 を 推 進 す る 。  

③ 全 国 の 防 災 拠 点 の 整 備  

道 の 駅 第 ３ ス テ ー ジ の プ ロ ジ ェ ク ト の ひ と つ で あ る 、
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

「 新 ・ 防 災 道 の 駅 」 を 推 進 す る 。 地 域 の 安 心 の 拠 点 と

し て 、 災 害 時 の 拠 点 と し て の 活 用 、 備 蓄 、 災 害 時 の 駐

車 場 の 利 用 制 限 、 災 害 時 の 情 報 発 信 、 地 域 の B C P  の

策 定 を 進 め て い く 。 ま た 、 都 市 部 に お い て は 各 地 の バ

ス タ プ ロ ジ ェ ク ト を 推 進 し 、 交 通 結 節 点 と し て の 整 備

と 並 行 し て 、 地 域 の 防 災 の 拠 点 と す る 。  

（ ３ ） 波 及 効 果 お よ び 新 た な 課 題 と 対 応 策  

① 波 及 効 果  

全 国 ネ ッ ト ワ ー ク が 構 築 さ れ る こ と で 、 地 方 部 の 観

光 振 興 や 2  拠 点 居 住 が 進 み 、 地 域 が 活 生 化 す る 。  

② 新 た な 課 題 と 対 応 策  

今 後 さ ら な る 人 口 減 少 が 進 む 中 で 、 整 備 し た イ ン フ

ラ 設 備 が 社 会 に と っ て 不 必 要 、 ま た は 過 剰 と な る 懸 念

が あ る 。 対 応 策 と し て 、 常 に 社 会 構 造 の 変 化 を 注 視 し 、

必 要 に 応 じ て イ ン フ ラ の 集 約 と 再 編 を 行 っ て い く こ と

が 有 効 で あ る 。  

（ ４ ） 技 術 者 と し て の 要 件 、 留 意 点  

① 技 術 者 と し て の 倫 理 か ら  

常 に 法 令 を 遵 守 し 、 公 共 の 利 益 を 最 優 先 に 考 え 、 技

術 を 継 続 研 鑽 す る こ と が 要 件 で あ る 。 業 務 の ど の 段 階

に お い て も 、 以 上 の こ と に 留 意 す る 。  

② 社 会 の 持 続 性 の 観 点 か ら  

建 設 リ サ イ ク ル や D X  の 推 進 に よ る 脱 炭 素 化 を 推 進

し 、 社 会 の 持 続 性 を 考 慮 す る こ と が 要 件 で あ る 。 業 務

の ど の 段 階 に お い て も S D G s  の 理 念 遵 守 に 留 意 す る 。  



Ⅰ－1　事例05
設問1の課題は、問題＆問題分析→課題抽出のロジック構成で高評価です。内容は2つ目と3つ目
がネットワークに限定されずちょっと全般論的ですが、内容自体は妥当です。
設問2の解決策も、2つ目はネットワークの枠内にとどまっていない感じですが内容は妥当です。
設問3は波及効果、懸念事項とも順当な内容です。
設問4も倫理・持続可能性とも妥当な内容です。
ネットワークという出題テーマからちょっと広がりすぎるところも散見されますが、全体として
は順当な内容なので、70点程度、あるいはもう少し取れているかなと思います。

























                        

 

  

  

  



                        

 



                        

 



















【問題の解説】
災害対応ですが、「復旧・復興までの取組」とあるので、災害発生後の復旧復興を考え
ます。防災減災などの災害発生前の備えなどを書いてはいけません。
また「DXを活用していくに当たり」とあるので、災害復旧復興にDXを活用しようしたと
きに何が課題になるかを問うています。DX活用が解決策に課題をあげるのではない点に
注意が必要です。
そして「投入できる人員や予算に限りがあることを前提に」とあるので、3つの課題の
うち1つは人材不足あるいはスキル不足、1つは予算不足による問題をあげて課題を抽出
すればいいでしょう。
設問3では「すべての解決策を実行しても新たに生じうる」とあるので、懸念事項は解
決策実行後に生じるリスクすなわち二次リスクをあげます。解決策の実行を妨げるリス
クをあげてはいけません。



    

         
 

 
 

 

   

 
   

  

                           

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

                

 

 

Ⅰ-2　事例01
設問1の課題は、問題＆問題分析→課題抽出のロジック構成になっており評価できます。内容も
問題文にある人材・予算の観点を含めて妥当な内容です。
設問2の解決策はいずれも妥当な内容で、概要→詳細という構成になっており評価できます。
設問3はちょっとリスクの内容がわかいにくいですが、対策を読めば技術の空洞化・デジタル依
存のことかなとわかるので、ある程度評価できます。
設問4はちょっと概略的すぎるきらいはありますが、倫理は公共の安全、持続可能性は環境の保
全になっており妥当です。
得点につながるキーワード的なものが多いので、70点程度（もしかすると75点程度）取れている
と思います。



         
 

 

  

                           

               

 

 

 

 

 

 

  

       

 

 

 

   

 

 



         
 

 

  

                           

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

         



Ⅰ-2　事例02
設問1の課題は、問題＆問題分析→課題抽出のロジック構成になっており、内容も問題文にある
人材・予算＋技術の観点で妥当です。
設問2の解決策はデジタル技術活用の促進・高度化で、よく勉強していることが読み取れます。
設問3は技術の空洞化とセキュリティのリスクで、対応策も含めて非常に順当です。
設問4はちょっと理念的・概略的ですが、倫理は公共の安全、持続可能性は環境の保全になって
おり妥当です。
得点につながるキーワード的なものも多く、70点以上取れていると思います。







選択科目   都市及び地方計画  
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技術部門   建設部門 

専門とする事項  公園・緑地 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－2 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 

※

（ 1 ） （ 1 ） 多 面 的 な 観 点 か ら の 課 題  

1 ． 情 報 通 信 技 術 の 活 用 か ら の 課 題  

 D X に よ る 復 興 工 事 の 取 組 、 特 に C T 施 工 は 行 わ れ て い

る 。 し か し i - c o n s t r u c t i o n の 広 が り は 頭 打 ち で あ る 。

建 設 業 務 を 進 め る に あ た っ て の 各 フ ェ イ ズ を 超 え て

D X を 利 用 し て の 業 務 の 効 率 化 が 課 題 で あ る 。  

 

2 .  中 小 企 業 に お け る D X 推 進 の 課 題  

 災 害 復 興 時 に は 中 小 企 業 が 実 働 を 担 う こ と に な る 。

し か し 中 小 企 業 は 大 企 業 に 比 べ 財 政 基 盤 が 弱 い 。 こ

の た め 中 小 企 業 に お け る i - c o n s t r u c t i o n が 、 大 企 業

に 比 べ 進 ん で い な い こ と が 課 題 で あ る 。 財 政 基 盤 が

比 較 的 弱 い 中 小 企 業 に 対 す る 支 援 が 必 要 で あ る 。 費

要 支 援 、 補 助 金 、 業 務 報 酬 の 先 払 い 、 安 価 な 手 法 の

開 発 等 が 必 要 で あ る 。  

 

3 . 官 民 で の 災 害 対 応  

 普 段 か ら 官 民 挙 げ て D X を 活 用 し た 防 災 体 制 作 り が 行

わ れ て い る 。 デ ジ タ ル 化 や 見 え る 化 等 に よ っ て 、 建

設 業 務 の 省 力 化 や 効 率 化 が 進 め ら れ て い る 。 こ れ ら

を 住 民 一 般 に 対 し て 広 め て 行 く こ と が 必 要 で あ る 。

こ の た め D X 利 用 に よ る 防 災 ・ 災 害 情 報 を わ か り や す

く 伝 達 し 、 避 難 に 役 立 て て い く こ と が 課 題 で あ る 。  

 A I 利 用 に よ る 避 難 経 路 の 確 保 や 防 災 拠 点 ・ 避 難 所 の

通 信 イ ン フ ラ の 充 実 が 考 え ら れ る 。  

Ⅰ-2　事例03
設問1の課題は、問題＆問題分析→課題抽出のロジック構成になっており評価できます。内容も
問題文にある人材・予算の観点を含めて妥当な内容です。
設問2の解決策はいずれも妥当な内容で、概要→詳細という構成になっており評価できます。
設問3は技術の空洞化・デジタル依存のリスクに対してナレッジマネジメントという順当な内容
です。
設問4は倫理は公共の安全、持続可能性は環境の保全になっており妥当です。
非常に順当な内容で、70点程度（もしかすると75点程度）取れていると思います。
なお、課題に観点が明記されていませんが、これは再現答案で書き忘れただけかもしれません。
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

（ 2 ） 最 も 需 要 な 課 題 と 、 こ れ に 対 す る 複 数 の 解 決 策  

 人 材 や 予 算 が 減 少 す る 中 、 急 を 要 す る 災 害 復 旧 に お

い て は 「 1 ． 建 設 業 務 全 般 で の 情 報 通 信 技 術 の 活 用 か

ら の 課 題 」 が 最 も 重 要 で あ る 。 こ れ へ の 解 決 策 を 述

べ る 。  

1 ． 施 工 の 省 力 化  

 工 種 毎 の I C T 自 動 施 工 だ け で は な く 、 工 種 を 超 え て

の I C T 施 工 を 行 う 。 被 害 状 況 か ら の 施 工 計 画 に A I を 利

用 す る 、 複 数 の I C T 建 機 を １ 人 の オ ペ レ ー タ ー が 行 え

る よ う に す る 等 の 解 決 策 が 考 え ら れ る 。  

 

2 ． 情 報 伝 達  

 緊 急 情 報 や 現 況 ・ 被 害 状 況 な ど の 把 握 か ら 防 災 計 画 、

設 計 ま で の プ ロ セ ス を 書 類 や 図 面 の 印 刷 抜 き で 行 う 。

こ れ ら の デ ー タ は 4 次 元 化 す る 。 こ れ に よ っ て 時 間 を

含 め た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 検 討 し つ つ 行 え る よ う に

す る 。 そ の た め の オ ー プ ン 化 さ れ た デ ー タ ベ ー ス も

整 備 す る 。  

 

3 ． 施 工 管 理  

 人 員 が 少 な い 中 で の 人 材 活 用 を 行 う 。 立 会 い や 検 査

等 も リ モ ー ト 化 を 進 め る 。 こ れ を 活 用 し て 施 工 も １

人 の 現 場 監 督 が 複 数 の 現 場 を 担 当 で き る よ う に す る 。  

 加 え て こ れ ら の 膨 大 な デ ー タ を や り 取 り で き る 無 線

や 1 0 0 G b b s 回 線 の 整 備 を 進 め る 。  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

( 3 ) 新 た に 生 じ る リ ス ク と そ れ へ の 対 策  

・ 新 た な リ ス ク  

 D X 依 存 に よ り こ れ ま で 業 務 現 場 で 培 わ れ ､ 伝 え ら れ

て き た 知 識 や 技 能 の 空 洞 化 が 発 生 す る リ ス ク が あ る 。  

・ 対 策  

 ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト の 工 夫 が 必 要 で あ る 。 熟 練 技

術 者 が 経 験 に よ っ て 培 い 、 継 承 し て き た 暗 黙 知 を 顕

在 化 す る 。 顕 在 化 さ れ た 知 識 を O f f - J T と し て 、 顕 在

化 し き れ な い 知 識 を O J T と し て 組 合 わ せ る 。 こ れ ら を

技 術 者 教 育 に 活 用 す る 。  

 災 害 情 報 や 被 災 者 の 経 験 も デ ー タ ベ ー ス 化 し 、 見 え

る 化 す る こ と に よ っ て 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ や 防 災 避 難

タ イ ム ラ イ ン 、 防 災 拠 点 整 備 計 画 に 組 み 込 む 。  

 

（ ４ ） 業 務 遂 行 に 必 要 と な る 要 件  

・ 技 術 者 と し て の 倫 理 か ら の 要 件  

情 報 通 信 技 術 に よ る 生 産 性 の 向 上 を 求 め る あ ま り 、

要 求 品 質 を 損 な っ て は な ら な い 。 工 期 や 予 算 の 制 限

は あ っ て も 品 質 の 維 持 を 優 先 し 、 法 令 は 遵 守 す る 。  

・ 社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点 か ら の 要 件  

建 設 業 務 は 施 工 範 囲 を 超 え て 環 境 ・ 生 態 系 の バ ラ ン

ス に 影 響 し や す い の で こ れ を 損 な っ て は な ら な い 。

地 域 の 文 化 や 固 有 種 な ど の あ り 方 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ

ぬ よ う 、 注 意 と 敬 意 を 払 い つ つ 業 務 に あ た る  



Ⅰ-2　事例04
設問1の課題は基本的に問題＆問題分析→課題抽出のロジック構成になっており評価できます。
内容も問題文にある人材・予算の観点を明確に含めており、妥当な内容です。
設問2の解決策はいずれも順当です。
設問3は最大のリスクといえるかはちょっと疑問ですが、適切な内容ではあります。
設問4は倫理は公共の安全、持続可能性は環境の保全になっており妥当です。
全体に順当な内容なので、65点程度（もしかすると70点程度）取れていると思います。







Ⅰ-2　事例05
設問1の課題は基本的に問題＆問題分析→課題抽出のロジック構成になっており評価できます。
内容も問題文にある人材・予算の観点を明確に含めており、妥当な内容です。ただ③が出題テ
ーマそのものに近くなっており、つまり課題が絞り込めていない状態です。
設問2の解決策はいずれも順当です。ただ課題が絞り込めていないので、「DX活用の課題の解
決策」というより「DX活用で解決できること」になっているきらいがあります。
設問3は二次リスクといえるかどうか微妙ですが、適切な内容ではあります。
設問4は倫理は公共の安全、持続可能性は環境の保全になっており妥当です。
ちょっとどうかなというところもありますが、全体に順当な内容なので、65点程度取れている
と思います。









選択科目    
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技術部門                   部門  

専門とする事項   

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

 

（ １ ） 多 面 的 な 観 点 か ら み た 課 題  

① 技 術 面 か ら 、 い か に 災 害 時 の D X 活 用 を 図 る か  

全 国 各 地 で 未 曾 有 の 災 害 が 数 多 く 発 生 し 、 今 後 も 何

回 ト ラ フ 地 震 や 気 候 変 動 に 伴 う 風 水 害 等 の 大 規 模 災 害

が 懸 念 さ れ て い る 。 そ の 対 策 の 1 つ と し て 、 D X の 取

組 が 注 目 さ れ て い る が 、 そ の 内 容 は 多 岐 に わ た る 。 い

か に 、 災 害 対 策 と し て 効 果 的 な D X 活 用 を 図 る か が 課

題 で あ る 。  

② 人 材 面 か ら 、 い か に 人 手 不 足 の 中 で 取 組 を 推 進 す る

か 。  

人 口 減 少 ・ 高 齢 化 に よ り 、 建 設 分 野 に お い て も 生 産

体 制 の 確 保 が 困 難 な 状 況 に あ る 。 特 に 、 D X 分 野 に お

い て は 新 た な 技 術 が 日 進 月 歩 で 進 む 中 で 、 そ う い っ た

技 術 に 対 応 で き る 人 材 の 確 保 が 不 可 欠 で あ る 。 人 材 不

足 の 中 で 、 い か に D X 活 用 し た 復 旧 ・ 復 興 の 取 組 を 進

め る か が 課 題 で あ る 。  

② 財 政 面 か ら 、 い か に 財 源 不 足 の 中 で 効 果 的 な 取 組 を

行 う か 。  

人 口 減 少 ・ 高 齢 化 や コ ロ ナ 渦 の 対 策 の た め に 、 社 会

保 障 費 等 が 増 大 し 、 建 設 投 資 に か け る 予 算 は 減 少 傾 向

に あ る 。 復 旧 ・ 復 興 に お け る D X 活 用 は 、 そ れ 自 体 が

対 策 の コ ス ト カ ッ ト を 期 待 で き る も の で も あ る が 、 初

期 投 資 も 必 要 に な る こ と か ら 、 い か に 財 源 不 足 の 中 で

取 組 の 財 源 確 保 を 図 る か が 課 題 で あ る 。  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

（ ２ ） 最 も 重 要 な 課 題 と 複 数 の 解 決 策  

最 重 要 課 題 は い か に 災 害 対 策 と し て D X 活 用 活 用 を

は か る か で あ る 。  

解 決 策 ① 事 前 復 興 に お け る D X 活 用  

大 規 模 災 害 へ の 対 策 と し て 、 災 害 が 発 生 す る 前 の 事

前 復 興 の 取 り 組 み が 重 要 で あ る 。  

事 前 復 興 段 階 で の D X 活 用 と し て 、 建 築 物 等 の デ ー

タ 化 に よ る 3 D 都 市 モ デ ル の 構 築 を 図 る こ と で 、 被 災

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 把 握 や 災 害 発 生 時 の 被 災 情 報 の 共

有 が 行 わ れ る 。  

ま た 、 D X 活 用 を 前 提 と し た 復 興 ま ち づ く り 計 画 や

避 難 態 勢 の 構 築 を は か る 。  

解 決 策 ② 被 災 状 況 の 把 握 の た め の D X 活 用  

災 害 発 生 時 は 、 混 乱 す る 状 況 の 中 で 正 確 な 情 報 共 有

や 被 災 状 況 確 認 の た め の 二 次 被 害 を 出 さ な い こ と が 重

要 と な る 。  

崩 落 箇 所 な ど 危 険 な 場 所 で の ド ロ ー ン や 衛 星 を 活 用

し た 被 災 状 況 確 認 や 、 河 川 水 位 の リ ア ル タ イ ム 計 測 な

ど 、 D X 活 用 に よ り 安 全 か つ 迅 速 な 被 災 状 況 の 確 認 を

行 う 。 そ の 他 、 避 難 所 に お け る 避 難 者 の 情 報 や 物 資 の

状 況 な ど の 情 報 共 有 を ク ラ ウ ド 上 で 行 う 。  

解 決 策 ③ 復 興 の た め の D X  

災 害 か ら の 復 興 段 階 に お い て は 、 自 動 建 機 の 活 用 や

i - c o n s t r u c t i o n の 推 進 に よ る D X を 活 用 し た 効 率 的 か

つ 安 全 な 復 興 を 行 う ほ か 、 ス マ ー ト シ テ ィ の 構 築 を 行
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

う 。 （ 記 載 内 容 曖 昧 で す 。 ）  

 

（ ３ ） 解 決 策 に 共 通 し て 生 じ う る リ ス ク と そ の 対 策  

（ ２ ） で 示 し た 解 決 策 に よ っ て 、 避 難 者 間 で の デ ジ

タ ル デ バ イ ド の 発 生 や 、 各 種 情 報 の 漏 洩 の リ ス ク が 発

生 す る 。  

デ ジ タ ル デ バ イ ド 対 策 と し て 、 事 前 復 興 の 段 階 で

D X 活 用 し た 防 災 講 座 な ど に よ り D X へ の 市 民 の 親 和 性

を 高 め る 。 情 報 漏 洩 リ ス ク に 対 し て は 、 多 重 防 御 と バ

ッ ク ア ッ プ な ど の 対 策 を は か る 。  

 

（ ４ ） 業 務 と し て 遂 行 す る に あ た り 必 要 と な る 要 件  

防 災 の 取 組 は 長 期 的 な 時 間 を 有 す る こ と も 多 く 、 公

衆 の 安 全 性 を 最 優 先 す る た め 、 常 に 最 新 の 予 測 情 報 の

反 映 や 技 術 活 用 な ど 、 適 切 な 見 直 し を 行 う こ と が 要 件

と な る 。  
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氏  名 

問題番号 

解答問題 
回数 

Ⅰ-2 

 第  回 技術部門 

選択科目 

専門とする 
事項

建設部門 

港湾及び空港 

港湾計画 答案使用枚数 

（ 1 ） 観 点 と 課 題  

課 題 ① ： イ ン フ ラ の 使 い 方 の 観 点  

 人 口 減 少 や 少 子 高 齢 化 が 進 み 、 若 年 層 が 急 速 に 減 少

す る 中 、建 設 産 業 に お け る 担 い 手 不 足 も 進 行 し て い る 。 

大 規 模 災 害 発 生 後 に ド ロ ー ン 等 を 利 用 し 、 技 術 者 の 安

全 を 確 保 し な が ら デ ジ タ ル 化 に よ る 迅 速 な 状 況 把 握 が

課 題 で あ る 。  

課 題 ② ： イ ン フ ラ の 作 り 方 の 観 点  

激 甚 化 す る 災 害 を 想 定 し た 粘 り 強 い ・ 強 靭 な 建 設 物

を 制 作 す る 必 要 が あ る 。 作 業 の 自 動 化 や 遠 隔 化 技 術 の

開 発 等 を 活 用 し 、 デ ジ タ ル 化 に よ る 効 率 的 な 復 旧 ・ 復

興 が 課 題 で あ る 。  

課 題 ③ ： デ ー タ の 利 活 用 の 観 点  

 事 前 の 防 災 ・ 減 災 対 策 を 進 め て い く う え で 、 こ れ ま

で に 蓄 積 し て い る デ ー タ の 重 ね 合 わ せ が 必 要 で あ る 。

デ ジ タ ル 化 に よ る デ ー タ の 新 た な 付 加 価 値 を 生 み 出 す

こ と が 課 題 で あ る 。  

 

（ 2 ） 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 解 決 策  

 （ 1 ） で 抽 出 し た 課 題 の 内 、「 課 題 ③ ： デ ー タ の 利 活

用 の 観 点 か ら デ ジ タ ル 化 に よ る 新 た な 付 加 価 値 を 生 み

出 す 」 が 最 も 重 要 な 課 題 と 考 え る 。 建 設 分 野 で は 、 こ

れ ま で i - C o n s t r u c t i o n の デ ー タ 蓄 積 も あ り 、イ ン フ ラ

分 野 と の D X の 活 用 を 進 め る こ と で 、よ り 一 層 の 生 産 性

向 上 や 経 済 的 効 果 に 期 待 で き る 。解 決 策 を 以 下 に 示 す 。 
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●裏面に記載された解答は無効とします。                          （公社）大阪技術振興協会  
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氏  名 

問題番号 

解答問題 
回数 

Ⅰ-2 

 第  回 技術部門 

選択科目 

専門とする 
事項

建設部門 

港湾及び空港 

港湾計画 答案使用枚数 

解 決 策 ① ： デ ジ タ ル プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 推 進  

 国 土 交 通 デ ジ タ ル プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 軸 に 地 図 、 地

形 、 気 象 、 施 設 情 報 、 防 災 デ ー タ な ど の デ ジ タ ル ツ イ

ン 化 を 構 築 し て 、 既 存 施 設 の 運 用 や 事 業 の 進 め 方 を 見

直 す 。 具 体 的 に は 、 各 河 川 事 務 所 の 整 備 さ れ た 図 面 デ

ー タ を 重 ね 合 わ せ 、 ダ ム 施 設 情 報 と の 連 携 を 行 い 、 多

様 な 関 係 者 が 協 働 す る 流 域 治 水 を 実 現 す る 。  

解 決 策 ② ： イ ン フ ラ 関 連 業 界 と の 連 携  

 物 流 業 界 な ど の 別 業 界 と 連 携 し て 業 務 効 率 化 を 図 る 。 

具 体 的 に は 、 道 路 、 港 湾 、 空 港 と 密 接 す る 物 流 業 界 と

連 携 し て 、 物 流 施 設 の 一 体 運 用 を 実 現 し 、 効 率 的 な 運

用 管 理 を 行 う 。  

解 決 策 ③ ： ３ Ⅾ デ ー タ や デ ジ タ ル 空 間 の 活 用  

 ３ Ⅾ デ ー タ や デ ジ タ ル 空 間 の 活 用 か ら 地 域 の 課 題 解

決 等 に 取 り 組 む 。 具 体 的 に は 、 セ ン サ ー 等 に よ る 人 流

デ ー タ の 計 測 ・ 活 用 か ら 地 域 の 課 題 抽 出 と 解 決 や 新 た

な サ ー ビ ス の 創 出 に 取 り 組 む 。 ま た デ ジ タ ル 空 間 に よ

る 観 光 や 現 場 見 学 会 の 実 施 等 わ か り や す い 広 報 活 動 を

行 う 。  

 

（ 3 ） 新 た な リ ス ク と そ の 対 応 策  

① サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ リ ス ク  

施 設 情 報 の デ ジ タ ル 化 に よ り 、 サ イ バ ー セ キ ュ リ テ

ィ が 生 じ る 。 2 0 2 3 年 7 月 に 名 古 屋 港 が サ イ バ ー 攻 撃 を

受 け た 事 例 が あ る 。  
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 対 策 と し て は 、ウ イ ル ス 対 策 の 徹 底 を 図 る 。加 え て 、

デ ー タ 改 ざ ん 等 が 生 じ な い よ う 教 育 を 徹 底 す る 。  

② デ ジ タ ル デ バ イ と （ 格 差 ）  

 デ ジ タ ル デ バ イ ス を 適 切 に 活 用 で き る 層 と で き な い

層 が 生 ま れ る 。 デ ジ タ ル デ バ イ ト は 学 歴 や 年 齢 、 居 住

地 の 差 に よ っ て 生 じ る も の と さ れ て お り 、 地 方 自 治 体

に よ る 高 齢 者 向 け の I T 勉 強 会 や 企 業 に よ る 社 内 向 け

の I T 研 修 を 対 策 と し て 取 り 組 む 。  

 

（ 4 ） 業 務 遂 行 に あ た り 必 要 と な る 要 件 と 留 意 点  

① 技 術 者 と し て の 倫 理 の 観 点  

 デ ジ タ ル 技 術 を 扱 う 上 で の 個 人 情 報 や 機 密 情 報 を 適

切 に 保 護 す る 責 任 が あ り 、 公 正 に 業 務 を 遂 行 す る 必 要

が あ る 。 加 え て 、 デ ー タ の 正 確 性 と 信 頼 性 の 確 保 に 留

意 し て 、 技 術 的 判 断 に 過 ち が な い よ う 技 術 研 鑽 に 努 め

る 。公 衆 の 安 全 や 健 康 を 最 優 先 に 考 慮 す る 必 要 が あ る 。 

② 社 会 の 持 続 性 の 観 点  

 デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し 地 域 の 課 題 解 決 に 貢 献 す る こ

と は 、 ま さ に 人 類 や そ の 他 の 生 態 系 を 含 め た 持 続 可 能

性 の 確 保 に 大 き く 貢 献 す る も の で あ り 、 現 代 を 生 き る

我 々 だ け で な く 将 来 の 人 々 が 豊 か に 過 ご せ る た め の 取

組 で あ る こ と を 認 識 す る 必 要 が あ る 。  

 











 

 

問題Ⅱ-1（選択科目） 
問題文およびＡ評価答案例 





  
氏 名  部 門  

問題番号 選択 選択科目  

出題テーマ R6 ２−１−１ コース  

 

1 
 

曲線部の拡幅の設定の考え方と設置の留意点 
（１）設定の考え方 
 車両の曲線部での走行においては、前輪と後輪の描く軌跡が異な
る。そのため、曲線部の通行の安全性・円滑性を保つために、車線を
拡幅する必要がある。前輪と後輪の軌跡の差は、曲線半径が小さけれ
ば小さいほど、また、車両の前輪軸と後輪軸が離れているほど大きく
なる。道路構造令による道路の種級は設計速度や大型車の混入率によ
って区分が定められている。よって、曲線部の拡幅量は、道路の種級
が高いほど大きくなる。 
（２）留意点 
 曲線部の拡幅を設ける際は、拡幅によって変化する車両の通行空間
の建築限界の確保に留意する。 
 また、地域の地形によって設置が難しい場合や、設置による経済性
が極端に不適切な場合がある。そのような際に道路構造令では、道路
の種級によって拡幅を設けない、または縮小することが可能であると
定められている。             （以上） 



技術士 第二次試験 模擬答案用紙 
 
 
 
 
 
○受験番号、問題番号、技術部門、選択科目及び受験申込書の記入した専門とする事項は各用紙とも必ず記入すること。 
 

                                       24 文字ｘ25 行＝600 字 

受験番号 

問題番号 

 

  ―  ― 

技術 
部門 

選択 
科目 
 

枚目 
  

 

枚中 
 

      部門 

      科目 

受験申込書に記入した専門とする事項 

枚 数 

１ ． 曲 線 部 拡 幅 量 の 設 定 の 考 え 方  

 車 道 の 曲 線 部 に お い て 、 車 両 の 前 輪 と 後 輪 で 異 な る

軌 に と な る た め 、直 線 部 よ り も 広 い 幅 員 が 必 要 で あ る 。

そ の た め 、 曲 線 部 の 拡 幅 量 は 直 線 部 に お け る 車 両 幅 に

外 輪 差 を 加 え て 算 定 さ れ る 。  

２ ． 設 置 に 当 た っ て の 留 意 点  

① 大 型 車 通 行 車 両  

 都 市 部 の 第 ４ 種 道 路 や 交 通 量 の 少 な い 第 ３ 種 ５ 級 道

路 に お い て も 、 大 型 車 の 通 行 が あ る 場 合 は 大 型 車 の 車

両 幅 に よ る 拡 幅 量 と す る こ と に 留 意 す る 。  

② 曲 線 半 径  

 曲 線 半 径 が 3 5 ｍ 以 上 あ る 場 合 、 外 側 車 線 と 内 側 車 線

で 拡 幅 量 の 差 が 小 さ い た め 道 路 中 心 線 で 設 定 す る 。 ま

た 、 曲 線 半 径 が 小 さ い 場 合 は 、 外 側 車 線 と 内 側 車 線 で

拡 幅 量 の 差 が 大 き い た め 車 線 ご と に 設 定 す る 。 こ の 場

合 、 上 下 線 で 幅 員 が 異 な る た め 舗 装 目 地 や 路 面 標 示 に

ず れ が 生 じ な い よ う 留 意 す る 。  

③ 内 側 拡 幅  

 拡 幅 量 が 緩 和 区 間 の 移 程 量 よ り 大 き い 場 合 、 外 側 の

車 線 が 緩 和 曲 線 の 接 続 方 向 よ り も は み 出 す こ と か ら 、

中 心 線 の 内 側 を 拡 幅 す る こ と に 留 意 す る 。  

 

 

 

以 上  
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選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

（ １ ） 自 動 運 行 補 助 施 設 が 道 路 附 属 物 と し て 位 置 付 け

ら れ た 社 会 的 背 景  

 人 口 減 少 ・ 高 齢 化 の 進 行 に お い て 、 高 齢 者 の 運 転 免

許 の 返 納 や 地 域 公 共 交 通 の 縮 小 等 、 地 域 交 通 の 維 持 が

困 難 と な っ て き た 社 会 的 背 景 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 自

動 運 転 技 術 が レ ベ ル ４ の 段 階 と な り 、 自 動 運 転 の 社 会

実 装 の 実 現 可 能 性 が 増 し て き た 。 こ の よ う な 背 景 か ら

G P S 不 感 地 帯 や 吹 雪 等 の 視 程 障 害 が 発 生 し や す い 箇 所

に お い て 、 磁 気 セ ン サ ー や 電 子 セ ン タ ー を 道 路 に 埋 設

す る こ と で 、 自 動 運 転 を 支 援 す る 路 車 協 調 施 設 の ニ ー

ズ が 増 し た こ と か ら 本 改 正 と な っ た 。  

（ ２ ） 同 施 設 の 設 置 、 点 検 時 の 留 意 点  

① 同 施 設 の 設 置 時 の 留 意 点  

 自 動 運 行 補 助 施 設 の 設 置 に は 、 多 大 な 整 備 費 用 が 発

生 す る こ と か ら 、 G P S 不 感 地 帯 や 吹 雪 等 の 視 程 障 害 が

発 生 し や す い 箇 所 を 予 め 特 定 し た 上 で 、 優 先 順 位 を つ

け て 整 備 を 行 う 。 ま た 、 路 面 凍 結 や 積 雪 等 で 道 路 埋 設

が 困 難 な 場 合 は 、 周 辺 の 道 路 附 属 施 設 へ の 設 置 な ど も

検 討 す る 。  

② 同 施 設 の 点 検 時 の 留 意 点  

 自 動 運 行 補 助 施 設 の 点 検 は 、 自 動 運 行 補 助 が 精 確 に

機 能 す る か を 、 自 動 運 転 に よ る 実 走 を 通 し て 点 検 を 行

う 。 精 確 に 機 能 し な い 場 合 は 、 道 路 状 況 お よ び 周 辺 の

建 築 物 や 構 造 物 の 立 地 状 況 を 確 認 し 、 適 切 な 措 置 を 講

じ る 。                  － 以 上 －  

道 路 法 改 正 で 自 動 運 行 補 助 施 設 が 道 路 附 属 物 と し て 、 新

た に 位 置 付 け ら れ た 社 会 的 背 景 を 述 べ よ 。 ま た 、 同 施 設

の 設 置 、 点 検 時 の 留 意 点 を 説 明 せ よ 。  2-1-2



選択科目    

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門                   部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－２ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

← 解答する問題番号（１から４）を点線の枠内に必ず記入すること。

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

１ ． 自 動 運 行 補 助 施 設 の 道 路 附 属 物 位 置 付 け の 背 景  

我 が 国 は 高 齢 者 人 口 が 増 加 し て お り 、 こ れ に 伴 っ て

免 許 返 納 も 増 え て い る 。 ま た 、 地 域 社 会 の 衰 退 に よ り

公 共 交 通 イ ン フ ラ 維 持 も 困 難 な 状 態 で あ り 、 高 齢 者 等

の 足 と し て 自 動 運 転 技 術 の 普 及 が 求 め ら れ て い る 。 ま

た 、 高 齢 者 ド ラ イ バ ー の 事 故 等 の 件 数 も 増 え て い る こ

と か ら 、 安 全 性 の 向 上 に も 期 待 さ れ て い る 。 自 動 運 転

に お い て は 、 ガ イ ド の た め の セ ン サ ー 等 、 自 動 運 行 補

助 施 設 設 置 の 設 置 が 必 要 で あ る 。 こ れ を 設 置 す る 際 の

基 準 を 設 け る た め に 、 道 路 法 改 正 を 実 施 し た 。  

 

２ ． 自 動 運 行 補 助 施 設 の 設 置 と 点 検 時 の 留 意 点  

自 動 運 転 で 使 用 す る ガ イ ド の セ ン サ ー 等 の 車 道 へ の

設 置 に お い て は 、 設 置 位 置 や 間 隔 、 舗 装 厚 さ や 材 料 に

配 慮 す る 必 要 が あ る 。  

点 検 に お い て は 、 試 験 走 行 を 行 い 問 題 が な い か 確 認

を 行 う 必 要 が あ る 。 ま た 、 設 置 す る 道 路 附 属 施 設 に 対

し て も 異 常 が 無 い か 確 認 を 行 う 必 要 が あ る 。  

以 上  



選択科目    

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門                   部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－ 2  

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

← 解答する問題番号（１から４）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

（ １ ） 社 会 的 背 景  

 人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 と 、 近 年 の 個 人 通 信 販 売 利 用

の 爆 発 的 増 加 に よ る 輸 送 量 の 増 加 に 加 え 、 令 和 ６ 年 ４

月 か ら 運 送 業 に も 適 用 さ れ た 罰 則 付 き 時 間 外 労 働 規 制

へ の 対 応 が 必 須 と な り 運 送 業 界 の 人 材 不 足 が 深 刻 な 状

況 と な っ て い る 。 ま た 、 ド ラ イ バ ー の 高 齢 化 進 行 と 長

距 離 運 転 か ら く る 疲 労 に よ り 交 通 事 故 発 生 の リ ス ク が

高 ま っ て い る 。 こ れ ら の 課 題 に 対 応 す る た め 、 ド ラ イ

バ ー 一 人 あ た り の 輸 送 量 を 増 や す ト ラ ッ ク 隊 列 走 行

（ 先 頭 車 両 に の み ド ラ イ バ ー が 乗 車 し 、 後 続 は 無 人 走

行 と な る ） や 、 人 手 に よ ら な い 自 動 物 流 道 路 の 実 装 実

現 を 推 進 す る 必 要 が あ る こ と が 背 景 に あ っ た 。  

（ ２ ） 設 置 ・ 点 検 時 の 留 意 点  

① 設 置 時 の ポ イ ン ト ： 自 動 運 行 補 助 施 設 は 、 自 動 運 転

車 の 走 行 位 置 ・ 方 向 を 誘 導 し 、 安 全 な 走 行 を サ ポ ー ト

す る た め の 磁 気 マ ー カ ー や 電 磁 誘 導 線 等 の 施 設 で あ る 。

車 の 走 行 速 度 に 応 じ た 適 切 な 間 隔 で 設 置 す る 必 要 が あ

る 。  

② 点 検 時 の ポ イ ン ト ： 自 動 運 行 補 助 施 設 の 点 検 時 に お

い て は 、 道 路 施 設 の 見 た 目 の 損 傷 状 況 の み で は な く 、

安 全 走 行 に 資 す る 機 能 を 十 分 に 発 揮 で き て い る か を 確

認 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

 



選択科目           道路 

令和６ 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

  
 

  

技術部門          建設部門 

専門と する 事項             

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１ －２     

●答案用紙の解答欄の枠内に記載し た解答のみ採点対象と し ます。                               24 字×25 字 

○解答欄の記入は、 1 マス につき 1 文字と する こ と 。 なお、 英字・ 数字は 1 マス に 2 文字を 目安と する 。

（ 図表を 用いて解答する 場合を含む。 ）  

← 解答する 問題番号（ １ から ４ ） を点線の枠内に必ず記入する こ と 。  

●受験番号、 技術部門、 選択科目、 専門と する 事項及び問題番号の

欄は必ず記入する こ と 。  

１ ． 社 会 的 背 景  

 我 が 国 で は 、 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 し て お り 、 物 流 業

界 に お い て 慢 性 的 な ド ラ イ バ ー 不 足 が 深 刻 化 し て い る 。  

 ま た 、 人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 に よ り 、 公 共 交 通 機 関

の 維 持 が 困 難 と な っ て い る 地 域 も あ り 、 地 方 部 で は 自

家 用 車 の 依 存 率 が 高 い 。 そ の た め 、 高 齢 ド ラ イ バ ー の

増 加 に 伴 う 交 通 事 故 発 生 数 も 増 加 し て い る 。  

 こ れ ら の 問 題 に 対 す る 解 決 策 と し て 、 自 動 運 転 技 術

が 期 待 さ れ て い る 。 自 動 運 転 は ５ 段 階 の レ ベ ル に 区 分

さ れ 、 レ ベ ル ２ ま で は ド ラ イ バ ー に よ る 監 視 、 レ ベ ル

３ 以 上 は シ ス テ ム に よ る 監 視 に 大 別 さ れ る 。 自 動 運 行

補 助 施 設 は 電 磁 誘 導 線 や 電 磁 マ ー カ ー と い っ た 施 設 で 、

レ ベ ル ３ 以 上 の 自 動 運 転 に 必 要 な 施 設 で あ る こ と か ら 、

新 た に 道 路 附 属 物 と し て 位 置 づ け ら れ た 。  

２ ． 設 置 、 点 検 時 の 留 意 点  

（ １ ） 設 置 時 の 留 意 点  

 自 動 運 行 車 が 正 し く 安 全 に 走 行 で き る よ う 、 所 定 の

品 質 を 確 保 す る と と も に 、 適 切 な 位 置 に 配 置 す る よ う

留 意 す る 。  

（ ２ ） 点 検 時 の 留 意 点  

 近 接 目 視 等 に よ り 、 異 常 を 速 や か に 発 見 で き る よ う

に 留 意 す る 。 不 具 合 が 認 め ら れ た 場 合 に は 、 速 や か に

交 換 を 行 う 。 ま た 、 粉 塵 の 堆 積 等 、 劣 化 要 因 に 対 し て

は 除 去 等 の 処 置 を 行 う と と も に 、 再 発 防 止 対 策 を 講 じ

る よ う 留 意 す る 。               以 上  



選択科目    道路 

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   建設部門  

専門と する 事項   維持管理・ 更新 

○解答欄の記入は、 1 マス につき 1 文字と する こ と 。 なお、 英字・ 数字は 1 マス に 2 文字を 目安と する 。

（ 図表を 用いて解答する 場合を含む。 ）  

受験番号 

問題番号  Ⅱ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載し た解答のみ採点対象と し ます。                               24 字×25 字 

← 解答する 問題番号（ １ 又は２ ） を点線の枠内に必ず記入する こ と 。  

●受験番号、 技術部門、 選択科目、 専門と する 事項及び問題番号の

欄は必ず記入する こ と 。  

１ －２  

( 1 )  自 動 運 行 補 助 施 設 が 位 置 付 け ら れ た 背 景  

 自 動 運 転 シ ス テ ム の 主 要 セ ン サ ー の １ つ は 、 G P S に

よ る 車 載 セ ン サ ー で あ る が 、 街 路 樹 が 多 い 路 線 な ど で

は G P S を 捕 捉 で き ず に 作 動 し な い こ と が あ る 。 ま た 、

車 載 カ メ ラ が 区 画 線 を 認 識 す る 仕 組 み の 場 合 、 区 画 線

が 薄 く な る こ と に よ り 、 正 常 に 認 識 し な い こ と が あ る 。

こ の よ う に 自 動 運 転 事 業 は 、 車 載 セ ン サ ー の み で 安 全

性 の 確 保 が 困 難 で あ る た め 、 磁 気 マ ー カ ー や 電 磁 誘 導

線 と い っ た 、  自 動 運 行 補 助 施 設 に よ る 支 援 が 不 可 欠

で あ る 。 従 来 、 磁 気 マ ー カ ー な ど の 基 準 が 定 ま っ て い

な か っ た が 、 道 路 附 属 物 と し て 定 義 づ け る こ と で 、 今

後 完 全 自 動 運 転 を 実 現 し 、 国 際 競 争 力 を 向 上 さ せ る こ

と が 背 景 で あ る 。  

( 2 )  自 動 運 行 補 助 施 設 の 設 置 ・ 点 検 時 の 留 意 点  

 磁 気 マ ー カ ー や 電 磁 誘 導 線 な ど を 設 置 す る 場 合 の 留

意 点 と し て は 、 測 量 に よ り 設 置 位 置 を 正 確 に 計 測 し て

お く こ と が 重 要 で あ る 。 そ れ に よ り 、 自 動 運 転 車 両 が

自 車 位 置 を 正 確 に 把 握 し 、 自 動 で 走 行 で き る よ う に な

る 。  

 点 検 時 の 留 意 点 と し て は 、 舗 装 の 打 ち 替 え 工 事 な ど

に 伴 い 磁 気 マ ー カ ー な ど が 消 失 す る こ と が あ る た め 、

対 象 路 線 で 舗 装 工 事 な ど が 行 わ れ て い な い か 留 意 す る

こ と が 必 要 で あ る 。 ま た 定 期 的 に 、 磁 気 が 失 わ れ る こ

と な ど に よ り 機 能 が 低 下 し て い な い か に つ い て も 、 確

認 す る こ と も 必 要 で あ る 。           以 上  



選択科目   道路 

令和６年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   建設部門 

専門とする事項  道路計画 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－３ 

 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

← 解答する問題番号（１から４）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

（ １ ） 詳 細 調 査 の 目 的  

表 層 の 供 用 年 数 が 使 用 目 標 年 数 よ り も 早 期 に 劣 化 す

る と い う こ と は ， 健 全 度 Ⅲ の 「 修 繕 段 階 」 に 達 し て い

る 状 況 で あ る 。 そ こ で ， 修 繕 に あ た っ て ， ア ス フ ァ ル

ト 混 合 物 層 の 修 繕 だ け を 行 う の か ， そ の 下 の 下 層 路 盤

や （ 寒 冷 地 で あ れ ば ） 凍 上 抑 制 層 の 打 換 え な ど の 修 繕

ま で 必 要 に な る の か な ど ， 修 繕 方 法 を 判 別 す る こ と が

詳 細 調 査 の 目 的 で あ る 。  

（ ２ ） 内 容 及 び 手 順  

詳 細 調 査 は ， ① コ ア 抜 き 調 査 ， ② Ｆ Ｗ Ｄ た わ み 量 調

査 ， ③ 開 削 調 査 に 区 分 さ れ る 。  

① コ ア 抜 き 調 査 は ， ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 層 を コ ア 抜

き す る 機 器 で 切 り 取 っ て コ ア を 採 取 し ， コ ア の 状 態 を

調 査 し て 混 合 物 層 の 状 態 を 直 接 調 査 す る も の で あ る 。  

② Ｆ Ｗ Ｄ た わ み 量 調 査 は ， 重 り を 舗 装 路 面 に 落 下 さ

せ て 調 査 し て ， 混 合 物 層 の 状 態 を 調 査 す る も の で あ る 。

な お ， 混 合 物 層 の 下 の 路 盤 の 状 態 や 路 床 の Ｃ Ｂ Ｒ に つ

い て は ， 直 接 的 な 調 査 で は な く ， 間 接 的 に 推 定 す る こ

と に な る 。  

③ 開 削 調 査 は ， 混 合 物 層 を 舗 装 切 断 し た う え で ， 混

合 物 層 や 路 盤 を 掘 り 返 し て 試 料 を 直 接 採 取 し 調 査 す る

方 法 で あ る 。 そ の た め ， 路 盤 の 状 態 や 路 床 の Ｃ Ｂ Ｒ を

直 接 確 認 す る こ と が 可 能 で あ る 。 以 上  
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選択科目   道路 

令和６年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   建設部門 

専門とする事項  道路の維持管理 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－３ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

１ ． 詳 細 調 査 の 目 的  

 損 傷 の 進 行 が 早 い 道 路 等 に お け る ア ス フ ァ ル ト 舗 装

に お い て 、 表 層 の 供 用 年 数 が 使 用 目 標 年 数 よ り 早 期 に

劣 化 す る 区 間 で は 、 表 層 以 下 の 基 層 、 路 盤 、 路 床 が 脆

弱 に な っ て い る 可 能 性 が あ る 。 し か し 、 一 般 的 な 定 期

点 検 で は 、 目 視 や 路 面 性 状 調 査 に よ る ひ び わ れ や わ だ

ち 量 で 表 面 的 な 確 認 し か で き な い 。 そ こ で 、 詳 細 調 査

を 行 い 表 層 以 下 の 状 態 を 確 認 し て 適 切 な 処 置 を 実 施 す

る こ と を 目 的 と し て い る 。  

２ ． 内 容 と 手 順  

・ 机 上 調 査 ： 定 期 点 検 結 果 （ 目 視 ・ 路 面 性 状 調 査 ） を

ま と め て い る 舗 装 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム か ら 、 表 層 が

供 用 年 数 が 使 用 目 標 年 数 よ り 早 期 に 劣 化 し て い る 区 間

を 抽 出 す る 。  

・ F W D 調 査 ； 非 破 壊 試 験 に て 、 た わ み 量 を 測 定 し 舗 装

（ 表 層 ・ 基 層 ・ 路 盤 ） 、 路 床 の 変 状 範 囲 を 確 認 す る 。  

・ コ ア 削 孔 調 査 ： F W D 調 査 で 確 認 し た 舗 装 部 分 の 損 傷

範 囲 を 現 場 で 確 認 す る た め に 、 コ ア 削 孔 し 舗 装 の ど の

部 分 が 損 傷 し て い る か 確 認 す る 。  

・ 開 削 調 査 ： コ ア 削 孔 調 査 に よ り 、 路 床 面 ま で の 変 状

が 懸 念 さ れ る 場 合 は 、 現 場 で 開 削 調 査 し 、 現 場 C B R 試

験 や 土 質 試 験 を 行 う 。 路 床 の 地 耐 力 や 性 状 を 把 握 す る 。  

る 。 上 記 の こ と を 実 施 し て 、 原 因 を 追 及 し た う え で 適

切 な 処 置 を 実 施 が で き る よ う に す る 。  

以 上   
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１ . 補 強 土 壁 に お け る 補 強 メ カ ニ ズ ム

（ １ ） 補 強 土 壁 （ テ ー ル ア ル メ ） に お け る 補 強 メ カ ニ

ズ ム に つ い て 述 べ る 。

図 の と お り 、コ ン ク リ ー ト 板 に ス ト リ ッ プ 筋 を 配 置 し 、

テ ー ル ア ル メ の 内 部 を 砂 質 土 で 埋 戻 す 。 砂 質 土 で 埋 戻

す 事 に よ り 、 ス ト リ ッ プ 筋 と 砂 質 土 と の 間 に 摩 擦 が 起

こ り 、 摩 擦 に よ る コ ン ク リ ー ト 板 へ の 引 張 力 を 発 現 す

る 事 で 、 盛 土 を 補 強 す る 構 造 で あ る 。

２ ． 特 徴 と 留 意 点

（ １ ） 特 徴

Ｌ 型 擁 壁 や 大 型 ブ ロ ッ ク な ど が 、 用 地 ・ 地 形 の 制 限

に よ り 、 設 置 出 来 な い 高 盛 土 と な る 箇 所 に 設 置 す る 。

（ ２ ） 留 意 点

ス ト リ ッ プ 筋 が さ び て 、 切 断 な ど が 起 こ れ ば 、 コ ン

ク リ ー ト 板 が 引 張 力 を 失 い 、 コ ン ク リ ー ト 板 の 落 下 や

補 強 土 壁 自 体 の 崩 壊 へ と 繋 が る 。 ス ト リ ッ プ 筋 の さ び

発 生 に 留 意 す る 必 要 が あ る 。        以 上





選択科目    

技術士第二次試験 答案用紙 

 

 
 

  

技術部門            部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－４   

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

補 強 土 に お け る 補 強 メ カ ニ ズ ム に つ い て  

 補 強 土 壁 に は 、 テ ー ル ア ル メ 工 法 な ど 鉄 筋 の 引 き 抜

き 力 に 対 応 し て 補 強 す る 工 法 が あ る 。 こ の ほ か 、 鉄 筋

グ リ ッ ド に よ り 土 の 受 圧 に よ る 補 強 す る 工 法 の 他 、 案

カ ー ブ の 先 に 受 圧 板 を 設 置 し 、 受 圧 板 の 抵 抗 力 に よ り

補 強 す る 工 法 が あ る 。  

 

( ２ ) 補 強 土 壁 の 特 徴 や 適 用 に あ た っ て の 留 意 点  

① 特 徴  

 補 強 土 壁 は 、 背 後 の 鉄 筋 等 に よ り 補 強 す る 工 法 で 、

前 面 部 が 壁 面 で 施 工 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 施

工 面 積 が 限 ら せ ￥ れ る 、 イ ン タ ー チ ェ ン ジ の ラ ン プ 部

な ど 施 工 面 積 が 限 ら れ る 空 間 で の 適 用 が 可 能 で あ る 。  

 

② 適 用 に 当 た っ て の 留 意 点  

 補 強 土 壁 の 補 強 メ カ ニ ズ ム は 鉄 筋 等 の 引 き 抜 き 両

区 等 に よ り 補 強 さ れ る 。 そ の た め 、 補 強 材 料 に つ い

て は 、 土 の 内 部 摩 擦 核 φ に よ っ て 補 強 さ れ る 。 そ の

た め 、 適 用 材 料 に つ い て は 砂 質 系 の 材 料 を 選 定 す る

必 要 が あ る 。 こ の ほ か 、 粒 形 な ど に も 配 慮 す る 必 要

が あ る 。  





選択科目   道路 

令和６年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門        建設        部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－４ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

← 解答する問題番号（１から４）を点線の枠内に必ず記入すること。

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

１ ． 補 強 土 壁 の 補 強 メ カ ニ ズ ム  

 補 強 土 壁 は 、 盛 土 中 に 帯 状 鋼 板 な ど の 補 強 材 を 敷 設

し 、 敷 設 し た 補 強 材 の 引 抜 き 力 で 土 圧 に 抵 抗 す る こ と

に よ り 、 土 留 め 壁 と し て の 効 果 を 発 揮 す る 構 造 物 で あ

る 。 以 下 の よ う な 分 類 が あ る 。  

（ １ ） 帯 状 補 強 土 壁 ： 剛 性 の 高 い 鋼 な ど の 補 強 材 に よ

り 、 線 で の 補 強 を 実 施 す る も の で あ る 。 代 表 的 な 工 法

と し て 、 テ ー ル ア ル メ が あ る 。  

（ ２ ） ジ オ テ キ ス タ イ ル 補 強 土 壁 ： 剛 性 の 低 い 高 分 子

プ ラ ス チ ッ ク な ど の 補 強 材 に よ り 、 面 で の 補 強 を 実 施

す る も の で あ る 。 代 表 的 な 工 法 と し て 、 ア デ ム ウ ォ ー

ル が あ る 。  

（ ３ ） ア ン カ ー 補 強 土 壁 ： 壁 面 と ア ン カ ー プ レ ー ト 付

鋼 棒 に よ り 、 盛 土 材 を 拘 束 す る も の で あ る 。 代 表 的 な

工 法 と し て 、 多 数 ア ン カ ー 式 補 強 土 壁 が あ る 。  

２ ． 特 徴 と 留 意 点  

 補 強 土 壁 の 特 徴 と し て は 、 比 較 的 安 価 で 急 勾 配 の 構

造 に 対 応 で き る た め 、 用 地 な ど の 制 約 が あ る 箇 所 で も

対 応 し や す い こ と が 特 徴 で あ る 。 ま た 、 比 較 的 軟 弱 な

地 盤 で も 適 用 し や す い こ と が 特 徴 で あ る 。 留 意 点 と し

て は 、 排 水 が 不 十 分 な 場 合 水 圧 に よ り 大 き な 変 状 が 発

生 す る こ と が あ る た め 、 排 水 の 検 討 及 び 排 水 施 設 の 維

持 管 理 を 十 分 に 行 う 必 要 が あ る 。  

 



問題Ⅱ-2（選択科目） 
問題文およびＡ評価答案例 





選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

（ １ ） 調 査 、 検 討 す べ き 事 項 と そ の 内 容  

① 調 査 す べ き 事 項 と そ の 内 容  

・ 当 該 計 画 検 討 区 間 の 道 路 幾 何 構 造 （ 幅 員 ・ 交 差 点 ）  

・ 当 該 計 画 検 討 区 間 の 自 動 車 交 通 量 （ 自 動 車 ・ バ ス ）  

・ 当 該 計 画 検 討 区 間 の 立 地 状 況 （ 周 辺 店 舗 ・ 公 共 施

設 ・ 住 宅 ） と 周 辺 施 設 へ の ア ク セ ス 性  

・ 当 該 計 画 検 討 区 間 に お け る 地 域 公 共 交 通 計 画 や 都 市

計 画 等 の 関 連 計 画 の 記 載 内 容  

・ 当 該 計 画 検 討 区 間 の 事 故 記 録  

② 検 討 す べ き 事 項 と そ の 内 容  

・ B R T 運 行 区 間  

・ B R T 運 行 区 間 の 道 路 構 造  

・ B R T 導 入 に 向 け た 関 係 者 と の 調 整 方 法 ・ 手 順  

・ B R T 導 入 に 向 け た 住 民 へ の 理 解 の 醸 成 方 法  

・ B R T 導 入 後 の 効 果 測 定 方 法 ・ 手 順  

（ ２ ） 業 務 を 進 め る 手 順  

① 事 前 調 査  

 （ １ ） の ① の 調 査 内 容 に つ い て 調 査 を 行 う 。 道 路 台

帳 等 の 既 存 文 献 調 査 や 現 地 調 査 を 行 う 。 交 通 量 に つ い

て は プ ロ ー ブ デ ー タ や E T C 2 . 0 、 デ ジ タ ル 人 流 デ ー タ

等 の ビ ッ グ デ ー タ を 活 用 す る 。 事 故 記 録 に つ い て は 交

通 管 理 者 の 協 力 を 得 て 入 手 し 、 活 用 す る 。 こ れ ら の 調

査 結 果 を 踏 ま え 、 技 術 上 、 利 便 上 、 身 障 者 の 移 動 円 滑

性 等 多 面 的 な 分 野 に 留 意 し 、 B R T 導 入 に 向 け た 課 題 を

抽 出 す る 。  

中 核 市 で あ る A 市 で は 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 促 進 、

少 子 高 齢 化 ・ 人 口 減 少 下 の 地 域 の 交 通 手 段 の 確 保 の た

め 、 新 た に 道 路 空 間 を 活 用 し た 地 域 公 共 交 通 （ B R T ） の 導

入 を 計 画 す る こ と と な っ た 。 こ の 計 画 を 担 当 す る 責 任 者

と し て 、 下 記 の 内 容 に つ い て 記 述 せ よ 。  2-2-1



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

② B R T 導 入 計 画 案 の 立 案  

 （ ２ ） の ① の 調 査 結 果 を も と に 、 B R T 導 入 計 画 案 を

立 案 す る 。 計 画 案 は 道 路 管 理 者 ・ 交 通 管 理 者 ・ 交 通 事

業 者 等 と あ ら か じ め 意 見 交 換 を 行 う こ と で 、 実 現 可 能

性 の 高 い 計 画 案 を 立 案 す る 。 ま た 、 地 域 公 共 交 通 計 画

等 の 関 連 計 画 と の 整 合 性 を 図 る こ と で 、 実 効 性 の 高 い

計 画 案 を 立 案 す る 。  

③ B R T 導 入 計 画 の 策 定  

 （ ２ ） の ② で 立 案 し た 計 画 案 を 地 域 住 民 へ の 説 明 会

や パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト で の 意 見 を 踏 ま え 、 地 域 住 民 の

理 解 と 協 力 を 醸 成 し た 上 で 、 計 画 を 立 案 す る 。 計 画 し

た 立 案 に は 、 B R T 導 入 後 の 効 果 測 定 の 手 法 や 手 順 も 記

載 す る こ と で 、 P D C A サ イ ク ル を 実 装 し た 計 画 と す る 。

（ ３ ） 関 係 者 と の 調 整 方 策  

① 関 係 者  

 道 路 管 理 者 ・ 交 通 管 理 者 ・ 交 通 事 業 者 （ バ ス ・ タ ク

シ ー ） ・ タ ー ミ ナ ル 駅 管 理 者 ・ バ ス タ ー ミ ナ ル 管 理

者 ・ 周 辺 店 舗 事 業 者 ・ 周 辺 公 共 施 設 ・ 周 辺 学 校 関 係

者 ・ 地 域 町 内 会  

② 調 整 方 策  

 上 記 関 係 者 に よ る 地 域 協 議 会 を 設 置 す る 。 必 要 に 応

じ て 地 域 交 通 の 有 識 者 に も 参 画 い た だ く 。 B R T 導 入 に

よ る 長 所 ・ 短 所 を わ か り や す く 説 明 す る 等 、 立 場 の 違

い に も 十 分 に 配 慮 し 、 合 意 形 成 を 図 る 。  

‐ 以 上 －  



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

 

  

技術部門                   部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号  Ⅱ－２－ １  

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

選択科目    

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

１ ． 調 査 ・ 検 討 事 項  

Ａ 市 で の Ｂ Ｒ Ｔ 計 画 に お い て は 、 安 全 性 や 定 時 制 の

確 保 を 行 な っ た 上 で 、 需 要 を 取 り 込 む 必 要 が あ る ． 以

下 に 調 査 ・ 検 討 事 項 を 示 す ．  

① 安 全 性 確 保 の た め の 調 査 ・ 検 討  

Ｂ Ｒ Ｔ の 運 行 に お い て は 、 走 行 す る ほ か 車 両 へ の 影

響 や 幾 何 構 造 に 対 す る 安 全 確 保 が 必 要 で あ る 。 そ の た

め 、 専 用 レ ー ン の 必 要 性 や 幅 員 、 交 差 点 の 巻 き 込 み に

つ い て 問 題 が な い か 検 討 を 行 う 。 調 査 項 目 は 、 大 型 車

な ど の 交 通 量 や イ タ ル ダ デ ー タ に よ る 事 故 危 険 箇 所 、

道 路 台 帳 や 現 地 調 査 で の 幾 何 構 造 把 握 で あ る 。  

② 定 時 性 確 保 の た め の 渋 滞 対 策 検 討  

定 時 性 の 確 保 は 利 用 率 の 安 定 に つ な が る 。 そ の た め 、

交 通 状 況 を 把 握 し 、 必 要 に 応 じ て 時 間 帯 で 専 用 レ ー ン

を 設 け る な ど 対 策 検 討 を 行 う 。 調 査 項 目 は 、 時 間 帯 別

交 通 量 、 Ｅ Ｔ Ｃ ２ . ０ や 渋 滞 長 調 査 に よ り 渋 滞 状 況 を

把 握 す る 。  

③ 需 要 確 保 の た め の 走 行 ル ー ト 検 討  

Ｂ Ｒ Ｔ の 継 続 に は 需 要 の 確 保 が 必 要 で あ る 。 そ の た

め 、 駅 な ど の 公 共 交 通 と シ ー ム レ ス な 接 続 や 、 地 域 住

民 が 利 用 す る 公 共 施 設 な ど を 把 握 し 、 安 全 性 や 定 時 性

に 配 慮 し た 需 要 の 高 い 走 行 ル ー ト を 検 討 す る 必 要 が あ

る 。 調 査 事 項 は 、 都 市 計 画 に よ る 将 来 の 市 街 地 の 変 化

予 測 、 周 辺 公 共 交 通 、 公 共 施 設 の 把 握 で あ る 。  

２ ． 業 務 手 順 と 留 意 点 ・ 工 夫 点  



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。）

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

手 順 は 、 体 制 ・ 工 程 づ く り → 調 査 → 計 画 → 実 証 実 験

→ 運 行 → 評 価 ・ 追 加 対 策 で あ る ． 以 下 に 留 意 点 ・ 工 夫

点 を 示 す 。  

① 円 滑 な 計 画 の た め の 体 制 ・ 工 程 づ く り  

Ｂ Ｒ Ｔ 計 画 に お い て は 、 道 路 管 理 者 や 警 察 、 A 市 や

公 共 交 通 事 業 者 な ど 関 係 者 が 多 い 。 そ の た め 、 円 滑 な

計 画 の た め 、 導 入 事 例 で の 課 題 や 、 工 程 に つ い て 共 有

す る 必 要 が あ り 、 定 期 的 に 会 議 を 開 く こ と が 大 切 で あ

る 。  

② 実 証 実 験 に よ る 計 画 の 見 直 し  

計 画 後 す ぐ に 運 行 を 行 っ た 場 合 、 安 全 性 や 定 時 性 に

課 題 が 生 じ る 場 合 が あ る 。 そ の た め 、 実 証 実 験 を 行 い 、

安 全 性 や 定 時 性 の 確 保 、 需 要 に つ い て 確 認 を 行 い 、 計

画 に フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 う こ と が 大 切 で あ る 。  

３ ． 関 係 者 と の 調 整 方 策  

利 用 者 や 地 域 住 民 、 道 路 利 用 者 に 対 し て 、 安 全 性 や

利 用 形 態 の 変 化 影 響 が 大 き い た め 、 早 い 段 階 で 運 行 時

期 や ル ー ト に つ い て 、 案 内 板 や 説 明 会 で 周 知 を 行 う 必

要 が あ る 。  

周 辺 の 公 共 交 通 機 関 に 対 し て 、 シ ー ム レ ス な 接 続 が

お 互 い の 利 用 率 向 上 に つ な が る た め 、 ダ イ ヤ の 調 整 や 、

接 続 箇 所 の 施 設 整 備 に つ い て 調 整 が 必 要 で あ る 。  

警 察 や 道 路 管 理 者 に 対 し て は 、 道 路 の 安 全 に つ い て 調

整 を 行 う 。  

以 上  



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

 

  

技術部門                   部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号  Ⅱ－２－ 1  

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

選択科目    

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

（ １ ） 調 査 ・ 検 討 す べ き 事 項  

① 意 向 調 査 ： 公 共 交 通 利 用 者 、 道 路 利 用 者 や 沿 道 施 設

関 係 者 へ Ｂ Ｒ Ｔ の 導 入 に つ い て ア ン ケ ー ト を 行 い 、 ニ

ー ズ や 地 域 課 題 を 把 握 。  

② 周 辺 施 設 調 査 ： 医 療 、 福 祉 、 公 共 施 設 等 の 配 置 状 況

と 沿 道 店 舗 の 利 用 状 況 を 把 握 し 、 公 共 交 通 の 利 便 性 増

進 と 併 せ て 利 用 時 間 帯 や 形 態 を 検 討 。  

③ 道 路 現 況 調 査 ： 道 路 幅 員 、 標 識 等 の 附 属 物 ・ 信 号 や

看 板 等 の 占 用 物 件 、 沿 道 出 入 口 を 調 査 し 、 Ｂ Ｒ Ｔ の 導

入 に よ り 支 障 と な る 物 件 の 把 握 と 移 設 方 法 を 検 討 。  

④ 交 通 量 調 査 ： 周 辺 道 路 も 含 め た 交 通 量 、 自 転 車 、 歩

行 者 、 駐 停 車 状 況 等 を 調 査 し 、 導 入 に よ り 影 響 が 生 じ

る 周 辺 道 路 の 交 通 量 推 計 と 影 響 へ の 対 策 を 検 討 。  

⑤ 公 共 交 通 調 査 ： 既 存 公 共 交 通 の 運 行 ル ー ト と 駅 ・ 停

留 所 等 設 置 位 置 や 利 用 状 況 を 調 査 し 、 乗 換 利 用 を 想 定

し た 移 動 の し や す さ を 検 討 。 ま た 、 導 入 さ れ て い る 運

賃 支 払 い 方 法 に つ い て 確 認 。  

（ ２ ） 業 務 を 進 め る 手 順 と 留 意 点 ・ 工 夫 点  

① 運 行 ル ー ト 選 定 ： 拠 点 施 設 へ の ア ク セ ス 、 他 交 通 機

関 へ の 乗 り 換 え ア ク セ ス を 考 慮 し て 運 行 ル ー ト を 選 定

す る 。  

② 走 行 レ ー ン 検 討 ： Ｂ Ｒ Ｔ の 走 行 レ ー ン は 道 路 空 間 の

再 配 分 を ベ ー ス と し 、 運 行 時 間 に 限 り Ｂ Ｒ Ｔ 専 用 レ ー

ン と す る 施 策 を 導 入 す る こ と で 既 存 ス ト ッ ク の 活 用 に

加 え 、 ス ム ー ズ な 走 行 に よ り Ｃ Ｏ ２ 削 減 に つ な げ る 。



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

利 用 者 ・ 交 通 量 の 多 い 区 間 に お い て は 新 た に 自 動 運 転

に 対 応 し た 専 用 レ ー ン を 設 け 、 自 動 運 転 車 に よ る 最 適

制 御 走 行 で Ｃ Ｏ ２ 削 減 と ド ラ イ バ ー 不 足 に も 対 応 す る 。

③ 工 夫 す る 点 ： 利 便 増 進 を 図 る ベ ン チ や あ ず ま や 等 の

施 設 を 設 置 し 、 滞 留 空 間 を 設 定 。 Ｂ Ｒ Ｔ 乗 降 ス ペ ー ス

は 高 齢 者 、 車 い す や ベ ビ ー カ ー の 利 用 を 想 定 し 、 バ リ

ア フ リ ー 基 準 を 参 考 に 幅 員 ・ 勾 配 ・ 段 差 等 に 配 慮 し た

構 造 と す る 。  

ま た 、 路 肩 を 柔 軟 に 活 用 し 、 バ ス 乗 降 ス ペ ー ス ・ 沿

道 民 地 と 連 携 し て 一 体 的 な 空 間 整 備 を 行 う こ と で 賑 わ

い 創 出 、 多 世 代 が 交 流 で き る 空 間 と し て 活 用 す る 。  

（ ３ ） 関 係 者 と の 調 整 方 法  

自 治 体 や 占 用 物 件 に Ｂ Ｒ Ｔ 導 入 の 必 要 性 に つ い て 説

明 し 、 協 力 を お 願 い す る 。 道 路 交 通 へ の 影 響 に つ い て

は 公 安 委 員 会 へ の 意 見 聴 取 を 行 う 。 ま た 、 利 用 者 の 利

便 性 の 観 点 か ら 既 存 公 共 交 通 機 関 と 支 払 い 方 法 の 統 一

に つ い て 協 議 す る 。 こ の ほ か 、 地 域 に 愛 さ れ る 公 共 交

通 を 目 指 し 、 計 画 段 階 か ら 地 域 住 民 ・ 利 用 者 に 加 え 、

商 工 会 議 所 ・ Ｎ Ｐ Ｏ 等 の 地 域 組 織 も 参 画 し て 関 係 者 が

連 携 し て 事 業 を 進 め る 。            以 上  
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技術部門   建設部門 

専門とする事項  道路計画 

受験番号 

問題番号  Ⅱ－２－１ 

 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

選択科目   道路 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

（ １ ） 調 査 ・ 検 討 す べ き 事 項  

① 調 査 す べ き 事 項  

Ａ 市 に お け る 現 状 の 街 づ く り に 関 す る 計 画 や 地 域 公

共 交 通 計 画 な ど を 調 査 す る 。 ま た ， 自 動 車 ・ 歩 行 者 ・

自 転 車 の 交 通 量 ， バ ス の 利 用 者 数 な ど の 現 状 を 把 握 す

る 。  

② 検 討 す べ き 事 項  

① で 調 査 し た 現 状 を も と に ， 将 来 の 見 通 し を 検 討 す

る 。 そ の う え で ， Ｂ Ｒ Ｔ を 導 入 す る 路 線 選 定 の 検 討 を

行 う 。  

（ ２ ） 業 務 を 進 め る 手 順 ， 留 意 点 ・ 工 夫 点  

① 調 査 ・ 検 討 （ 手 順 １ ）  

（ １ ） の 事 項 を 調 査 ・ 検 討 す る 。  

② 地 域 公 共 交 通 計 画 案 の 作 成 （ 手 順 ２ ）  

Ｂ Ｒ Ｔ 導 入 を 前 提 に ， 新 た な 地 域 公 共 交 通 計 画 の 作

成 を 行 う 。 ま た ， Ｂ Ｒ Ｔ 導 入 に 伴 い ， 道 路 空 間 の 再 配

分 が 想 定 さ れ る た め ， 将 来 の 幹 線 道 路 に つ い て 車 線 数

な ど の 計 画 を ま と め る 。  

③ Ｂ Ｒ Ｔ の 導 入 （ 手 順 ３ ）  

② で 作 成 し た 計 画 に 基 づ き Ｂ Ｒ Ｔ を 導 入 す る 。  

④ Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル に よ る 評 価 ・ 検 証 （ 手 順 ４ ）  

Ｂ Ｒ Ｔ 導 入 後 に Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル に よ る 評 価 ・ 検 証

を 行 い ， 必 要 に 応 じ て 改 善 を 図 る 。  

⑤ 留 意 ・ 工 夫 す べ き 点  

人 口 減 少 下 で の Ｂ Ｒ Ｔ 導 入 で あ り ， 利 用 者 数 の 予 測
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に お い て は ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 う な ど ， よ り 正 確 な 予

測 を 行 う よ う 留 意 す る 。 同 時 に ， 停 留 所 の 配 置 に つ い

て も ， デ ィ マ ン ド 形 式 の 採 用 な ど に 留 意 す る 。  

利 用 者 等 へ の 説 明 を 行 う 際 に は ， 計 画 の 内 容 が 正 確

に 理 解 さ れ る よ う に ， わ か り や す い 資 料 を 作 成 し て 説

明 す る な ど の 工 夫 を 行 う 。  

（ ３ ） 関 係 者 と の 調 整 方 策  

① 調 整 す べ き 関 係 者  

バ ス 事 業 者 ， （ 駅 前 通 で あ れ ば ） 鉄 道 事 業 者 ， 公 安

委 員 会 ・ 警 察 ， 各 道 路 管 理 者 ， 行 政 の 街 づ く り 関 係 者 ，

学 校 関 係 者 ， 高 齢 者 団 体 ， 福 祉 団 体 な ど  

② 調 整 方 策  

① の 関 係 者 と は ， 早 い 段 階 か ら 協 議 会 を 組 織 し ， 段

階 的 に 合 意 形 成 を 図 り な が ら ， 手 戻 り が 生 じ な い よ う

に 進 め る こ と が 必 要 と 考 え る 。  

ま た ， タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ や 説 明 会 も 有 効 で あ る 。  

③ 技 術 的 妥 当 性 と 関 係 者 合 意 の 両 立  

Ｂ Ｒ Ｔ を 導 入 す る に あ た り ， 道 路 空 間 を 再 配 分 す る

可 能 性 が あ る 。 そ こ で ， 技 術 的 に 妥 当 な 内 容 で あ る こ

と は も ち ろ ん の こ と ， あ ら ゆ る 関 係 者 が 合 意 で き る よ

う な 内 容 で 取 り ま と め る こ と が 必 要 と 考 え る 。  

以 上  
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（１）調査、検討すべき事項 
 調査、検討すべき事項は以下の通りである。 
・地域の道路の種級、舗装構成、幅員構成 
・地形、地質 
・拠点として利用できる施設、または場所の選定 
・乗り降り場所として適当な場所の選定 
・車両、自転車、歩行者の交通量 
・他の都市計画 
・都市計画を考慮した将来交通量 
・BRT 導入に際して改良または新設の必要がある道路の抽出と、工事の際
に利用可能な迂回路の有無。 
・学校、病院、役所などの地域の重要施設と、商業施設など利用者が多い
施設の抽出 
・利用者の予測 
・BRT 導入に至った経緯に関する資料（アンケートやパブリックコメント
などの有無とその内容を含む） 
（２）業務を進める手順、留意・工夫すべき点 
①手順 
 手順は以下の通りである。 
ⅰ）上記調査の実施および調査結果の整理と評価 
ⅱ）概略設計として、ルート・拠点・乗降場所の設定、大まかな概算工事
費の算出、工期の設定を行う。 
ⅲ）詳細設計として、ルート・拠点・乗降場所の決定、詳細な概算工事費
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の算出、施工計画の決定を行う。 
②留意すべき点 
 BRT が高齢者や地域の交通弱者と呼ばれる方の足となるよう、ルートや
乗降場所の選定には検討を重ねる。また、地域の供用道路での工事が主に
なるため、施工中はガードレールの設置や警備員の配置などを行い、交通
安全には十分に留意する。 
③工夫を要する点 
 測量にドローンによる３次元点群データを用い、その結果から３D モデ
ルを作成する。構造物との取り合い、建築限界の確保、照明の設置位置に
よる視認性の確認などに用い、設計の品質の向上や工事の手戻り防止に活
用する。 
（３）関係者との調整方策 
 効率的、効果的に進めるために以下の方策を行う。 
・警察とは、完成後と施工中の交通安全について協議を重ね、密に連携を
図る。とくに交差点付近の交通の安全には十分に注意を払う。 
・周辺の事業者には乗降場所の設置によって利害関係が発生するため、協
議会を設けて合意の形成を図る。 
・近隣住⺠には説明会を開く。その際、設計に用いた３D モデルから作成
したフォトモンタージュを活用し、完成図の共有と、理解の促進を図る。 
・完成後の利用方法や施工中の工事の案内には、SNS、テレビ、ラジオ、
チラシ、ポスター、広報誌など多様なメディアを活用し、広く周知を図
る。（以上） 
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●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

１ ． 調 査 、 検 討 す べ き 事 項  

（ １ ） 橋 梁 台 帳 及 び 過 去 の 点 検 結 果 の 調 査  

橋 梁 台 帳 か ら 橋 梁 の し ゅ ん 功 年 や 構 造 形 式 を 確 認 す

る と と も に 、 過 去 の 点 検 結 果 よ り 、 診 断 結 果 と 健 全 性

の 推 移 を 調 査 す る 。  

（ ２ ） 現 地 踏 査 に よ る 架 橋 条 件 の 調 査  

 現 地 踏 査 に よ り 、 海 岸 線 か ら の 距 離 や 鉄 道 施 設 と の

近 接 状 況 、 添 架 物 件 の 有 無 を 調 査 す る 。  

（ ３ ） 点 検 方 法 の 検 討  

 現 地 踏 査 の 結 果 を 踏 ま え 、 点 検 方 法 を 検 討 す る 。  

２ ． 業 務 を 進 め る 手 順 と 留 意 点 及 び 工 夫 点  

（ １ ） 基 礎 情 報 整 理  

上 記 「 １ ． 」 で 調 査 、 検 討 し た 情 報 を 整 理 す る 。 こ

の 時 、 塩 害 に よ る 損 傷 や 鉄 筋 の 腐 食 、 鋼 部 材 の 進 行 性

の あ る 疲 労 亀 裂 が な い か 留 意 す る 。 ま た 、 過 去 の 補 修

履 歴 か ら 、 早 期 劣 化 を 繰 り 返 し て い な い か 確 認 す る 。  

（ ２ ） 点 検 計 画 の 策 定  

上 記 （ １ ） を 踏 ま え 、 点 検 計 画 を 策 定 す る 。 こ の 時 、

鉄 道 施 設 と の 離 隔 や 点 検 に あ た っ て 支 障 と な る 添 架 物

件 が な い か 入 念 に 検 討 す る 。 な お 、 鉄 道 事 業 者 に よ っ

て は 、 鉄 道 施 設 と の 近 接 状 況 に よ り 、 軌 道 内 か ら の 点

検 を 鉄 道 事 業 者 に 協 定 で 委 託 す る 場 合 が あ る た め 留 意

す る 。 ま た 、 軌 道 内 か ら の 点 検 は 、 き 電 停 止 後 か ら 始

発 ま で の 1 〜 2 時 間 程 度 の 限 ら れ た 時 間 内 に 実 施 す る

必 要 が あ る 場 合 が 多 い 。 そ の た め 、 画 像 計 測 技 術 な ど
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受験番号 

問題番号 R6 Ⅱ-2-2 再現論文 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門   建設部門  

専門とする事項：道路施設・道路構造物の維持管理 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

の 点 検 支 援 技 術 に よ り 、 点 検 の 高 度 化 ・ 効 率 化 を 図 る

な ど 工 夫 す る 。  

（ ３ ） 点 検 実 施  

点 検 実 施 に あ た っ て は 、 鉄 道 事 業 者 と 協 力 し 、 高 圧

電 線 と の 接 触 事 故 な ど が 発 生 し な い よ う 、 事 前 の 安 全

教 育 を 徹 底 す る 。 ま た 、 ボ ル ト 脱 落 な ど 、 第 三 者 被 害

や 鉄 道 運 行 上 支 障 と な る 損 傷 に つ い て は 、 点 検 時 に 応

急 処 置 を 講 じ る 。  

（ ４ ） 健 全 性 の 診 断 及 び 点 検 結 果 の 記 録  

点 検 結 果 か ら Ⅰ 〜 Ⅳ 判 定 を 決 定 す る 。 こ の 時 、 橋 梁

の 構 造 形 式 や 損 傷 の 位 置 な ど 、 工 学 的 な 視 点 か ら 診 断

を 行 う と と も に 、 診 断 結 果 の 根 拠 と な る 所 見 を 記 録 す

る よ う 留 意 す る 。 ま た 、 塩 害 や A S R な ど 、 今 後 の 措 置

に 影 響 を 与 え る 特 定 の 事 項 に つ い て 記 録 す る 。  

３ ． 関 係 者 と の 調 整 方 策  

（ １ ） 鉄 道 事 業 者 協 議  

鉄 道 事 業 者 と の 協 議 に 当 た っ て は 、 B I M に よ る 3 D

モ デ ル を 用 い て 、 点 検 方 法 を 可 視 化 し 、 橋 梁 点 検 車 と

鉄 道 施 設 と の 離 隔 な ど が 視 覚 的 に わ か り や す い 資 料 を

用 い て 、 協 議 の 円 滑 化 を 図 る 。  

（ ２ ） 地 域 住 民 の 合 意 形 成  

点 検 計 画 段 階 か ら 、 点 検 の お 知 ら せ ビ ラ の 配 布 を す

る と と も に 、 S N S や 管 理 者 の H P に お い て 、 点 検 の 必

要 性 や 実 施 内 容 、 交 通 規 制 情 報 な ど を 広 く 周 知 し 、 理

解 促 進 を 図 る 。                以 上  
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１ ． 調 査 ・ 検 討 す べ き 事 項

（ １ ） 現 地 状 況 の 確 認

橋 梁 点 検 を 実 施 す る 橋 梁 の 橋 梁 形 式 、上 部 工 ・ 下 部 工

の 状 況 、 地 形 、 橋 梁 前 後 の 道 路 、 鉄 道 横 断 箇 所 、 周 辺

家 屋 な ど に つ い て 調 査 す る 。 前 回 の 点 検 担 当 者 か ら も

当 時 の 点 検 状 況 に つ い て 聞 き 取 り 調 査 を 行 う 。

（ ２ ） 過 去 ２ 回 の 点 検 結 果 の 把 握

過 去 ２ 回 の 点 検 結 果 に つ い て 調 査 す る 。 診 断 区 分 、

補 修 措 置 の 有 無 等 に つ い て 確 認 し 、 前 回 点 検 者 か ら 留

意 点 な ど に つ い て 聞 き 取 り 調 査 を 実 施 す る 。

（ ３ ） 交 通 量 調 査

自 動 車 、 自 転 車 、 歩 行 者 の 交 通 量 を 曜 日 ご と 、 時 間

ご と に 調 査 す る 。 朝 夕 の 通 勤 ・ 通 学 時 間 帯 に つ い て 詳

細 に 調 査 す る 事 に 留 意 す る 。

２ ． 手 順

（ １ ） 調 査 資 料 の 整 理

上 述 し た 調 査 内 容 に つ い て 資 料 を 整 理 し 、 留 意 箇 所

に つ い て ま と め る 。事 前 協 議 が 必 要 な 事 案 に つ い て は 、

別 途 資 料 と し て ま と め る 。

（ ２ ） 点 検 実 施 案 の 作 成

上 記 を 検 討 し た 上 で 、 橋 梁 点 検 の 案 を 作 成 す る 。 橋

梁 の 区 分 毎 の 点 検 順 序 や 点 検 時 間 に つ い て 決 定 す る 。

高 所 作 業 で の 近 接 目 視 に U A V を 使 用 す る こ と や 、橋 梁
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点 検 車 の 導 入 な ど 、 点 検 作 業 者 の 安 全 に 留 意 し 、 効 率

的 な 点 検 実 施 案 を 作 成 す る 。

（ ３ ） 事 前 協 議

上 記 案 を 基 に 、道 路 利 用 者 、地 元 関 係 者 、鉄 道 会 社 、

警 察 な ど と 点 検 案 に つ い て 協 議 す る 。 解 り 易 く 説 明 す

る 事 に 留 意 し 、 意 見 が 出 た 場 合 は 、 持 ち 帰 り 、 案 を 修

正 し た 上 で 、 再 度 協 議 し 同 意 を 得 る 。

（ ４ ） 点 検 の 実 施

上 記 最 終 案 に よ り 、 橋 梁 点 検 を 実 施 す る 。 事 前 に 看

板 、 回 覧 板 、 テ レ ビ C M 、 Ｓ Ｎ Ｓ 等 で 周 知 を 図 る 。 通

勤 ・ 通 学 時 間 帯 、 列 車 の 運 行 時 間 帯 の 作 業 は 、 行 わ な

い 事 な ど に 留 意 す る 。

（ ５ ） 診 断

点 検 結 果 を 基 に 診 断 を 行 う 。 全 国 の 橋 梁 と 比 較 が 出

来 る よ う 、 定 量 的 な 尺 度 で 診 断 を 行 い 、 診 断 区 分 を 決

定 す る 。

（ ６ ） 措 置 ・ 記 録

診 断 結 果 を 基 に 措 置 を 実 施 す る 。 緊 急 な 対 応 が 必 要

な 場 合 は 、 通 行 止 め 、 片 側 通 行 規 制 な ど を 適 格 に 行 う

事 に 留 意 す る 。作 業 完 了 後 、結 果 を ま と め て 記 録 す る 。

３ ． 関 係 者 と の 調 整 方 策

関 係 者 が 簡 単 に 点 検 方 法 に つ い て 把 握 で き る よ う 、

B I M / C I M を 活 用 し 、３ 次 元 の 図 面 で 点 検 の 手 順 に つ い

て 説 明 し 、 関 係 者 に 理 解 し て も ら っ た 上 で 、 点 検 実 施

に 協 力 し て も ら え る 事 に 留 意 す る 。      以 上



選択科目    道路 

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   建設部門  

専門と する 事項   維持管理・ 更新 

○解答欄の記入は、 1 マス につき 1 文字と する こ と 。 なお、 英字・ 数字は 1 マス に 2 文字を 目安と する 。

（ 図表を 用いて解答する 場合を含む。 ）  

受験番号 

問題番号  Ⅱ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載し た解答のみ採点対象と し ます。                               24 字×25 字 

← 解答する 問題番号（ １ 又は２ ） を点線の枠内に必ず記入する こ と 。  

●受験番号、 技術部門、 選択科目、 専門と する 事項及び問題番号の

欄は必ず記入する こ と 。  

２ －２  

( 1 )  調 査 ・ 検 討 す べ き 事 項 と そ の 内 容  

 橋 梁 点 検 業 務 の 計 画 立 案 に あ た り 、 ３ 回 目 の 点 検 で

あ る こ と か ら 、 過 去 ２ 回 の 点 検 調 書 な ど の 調 査 成 果 を

確 認 す る 。 前 回 の 点 検 で 健 全 性 Ⅲ ・ Ⅳ の 損 傷 が 確 認 さ

れ て い る 場 合 に は 、 点 検 後 に 補 修 工 事 が 実 施 さ れ て い

る と 考 え ら れ る の で 、 補 修 工 事 実 施 の 有 無 を 確 認 し 、

実 施 さ れ て い る 場 合 に は 竣 工 図 な ど の 工 事 記 録 を 調

査 ・ 確 認 す る 。 鋼 橋 が 対 象 で あ る の で 、 点 検 に お い て

損 傷 が 認 め ら れ て い な く て も 、 塗 装 に P C B な ど の 有 害

物 質 が 含 ま れ て い た 場 合 に は 、 塗 替 工 事 を 実 施 し て い

る 場 合 が あ る の で 、 実 施 の 有 無 を 調 査 ・ 確 認 す る 。 対

象 の 橋 梁 が 沿 岸 部 に 位 置 す る こ と か ら 、 サ ビ な ど が 発

生 し て 塗 り 替 え て い る 場 合 も 考 え ら れ る の で 、 工 事 実

施 の 有 無 を 調 査 す る 。  

 鉄 道 敷 地 内 で の 橋 梁 点 検 作 業 の 実 施 に あ た り 、 鉄 道

事 業 者 と の 協 議 を 前 回 の 点 検 で 実 施 し て い る と 考 え ら

れ る の で 、 過 去 の 協 議 記 録 や 協 議 時 期 な ど に つ い て 調

査 を 行 う 。  

( 2 )  業 務 を 進 め る 手 順 、 留 意 す べ き 点 、 工 夫 点  

 橋 梁 点 検 業 務 を 実 施 す る 前 年 に 、 鉄 道 事 業 者 と の 協

議 を 開 始 す る こ と に よ り 、 翌 年 ス ム ー ズ に 現 場 点 検 作

業 を 開 始 で き る 。 鉄 道 事 業 者 と の 協 議 に は 、 他 工 事 と

の 調 整 な ど が 必 要 と な る た め 、 実 施 ま で 数 か 月 か か る

こ と が 予 想 さ れ る の で 、 調 査 前 年 か ら 準 備 を 進 め て お

く こ と が 有 効 で あ る 。 点 検 の 実 施 に お い て 、 直 営 で 実
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○解答欄の記入は、 1 マス につき 1 文字と する こ と 。 なお、 英字・ 数字は 1 マス に２ 文字を目安と する 。 （ 図表を 用いて解答する 場合を 含む。 ）  

●答案用紙の解答欄の枠内に記載し た解答のみ採点対象と し ます。                               24 字×25 字 

施 す る 体 制 が 構 築 で き な い 場 合 、 外 部 委 託 に よ り 実 施

す る こ と と な る 。 そ の 場 合 に は 、 調 査 年 度 早 々 に 業 務

に 着 手 で き る よ う に 、 前 年 度 か ら 点 検 業 務 発 注 の た め

の 仕 様 書 作 成 な ど の 準 備 を し て お き 、 年 度 が 明 け た ら

す ぐ 点 検 業 務 に 取 り 掛 か れ る よ う に 準 備 す る こ と が 重

要 で あ る 。  

 点 検 年 度 に 入 っ た ら 、 点 検 業 者 も 含 め て 、 鉄 道 事 業

者 と の 協 議 を 行 い 、 実 施 時 期 や 具 体 的 な 作 業 内 容 に つ

い て 調 整 を 実 施 す る 。  

( 3 )  効 率 的 ・ 効 果 的 に 進 め る た め の 関 係 者 調 整 方 策  

 鉄 道 事 業 者 と の 協 議 を  効 率 的 ・ 効 果 的 に 進 め る た

め に は 、 前 述 し た よ う に 調 査 前 年 か ら 協 議 を 開 始 す る

こ と に よ り 、 調 査 年 度 に 入 っ て か ら ス ム ー ズ に 点 検 業

務 を 進 め る こ と が で き る 。 し か し 、 単 年 度 契 約 で あ れ

ば 、 調 査 前 年 に は ま だ 点 検 業 者 が 決 ま ら な い た め 、 前

年 か ら 、 点 検 業 者 も 含 め た 詳 細 な 打 ち 合 わ せ が 実 施 で

き な い 。 そ こ で 、 点 検 業 務 の 複 数 年 包 括 契 約 を 導 入 す

る 。 こ れ に よ り 、 調 査 前 年 に お い て も 鉄 道 事 業 者 と 点

検 業 者 と が 、 具 体 的 な 協 議 を 進 め る こ と が 可 能 と な る 。

国 は 近 年 、 イ ン フ ラ の 維 持 管 理 に つ い て 「 地 域 イ ン フ

ラ 群 再 生 戦 略 マ ネ ジ メ ン ト 」 導 入 の 方 針 を 打 ち 出 し て

お り 、 複 数 年 な ど の 包 括 委 託 の 推 奨 を 行 っ て い る 。 そ

の 方 針 に 従 っ て 、 橋 梁 点 検 業 務 の 複 数 年 契 約 を 行 う こ

と に よ り 、 鉄 道 事 業 者 と 点 検 業 者 と が  効 率 的 ・ 効 果

的 に 業 務 を 進 め る こ と が で き る よ う に な る 。   以 上  











 

問題Ⅲ（選択科目） 
問題文およびＡ評価答案例 





選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

（ １ ） 次 世 代 の 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 求 め ら れ る

役 割 の 実 現 に 向 け た 課 題  

 我 が 国 に お け る 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク は 約

1 4 0 0 0 k m で 、 そ の う ち 約 ９ 割 が 整 備 さ れ て い る 。 一 方 、

コ ロ ナ 禍 以 降 ネ ッ ト 通 販 等 の 非 接 触 型 の 購 買 ス タ イ ル

が 定 着 し 、 サ プ ラ イ チ ェ ー ン は よ り 拡 大 し て い る こ と

か ら 、 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 機 能 向 上 の ニ ー ズ は

よ り 一 層 高 ま っ て い る 。 こ れ ら の 背 景 を 踏 ま え 、 次 世

代 の 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 求 め ら れ る 役 割 の 実 現

に 向 け た 課 題 を 抽 出 す る 。  

① 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 連 続 性 ・ 速 達 性 の 向 上  

 約 1 4 0 0 0 k m か ら な る 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の う ち

約 ９ 割 が 整 備 さ れ て い る 。 国 民 の 経 済 活 動 を 支 え る 高

規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク を 実 現 す る に は 、 連 続 性 と 速 達

性 を 向 上 す る こ と が 課 題 と な る 。  

② 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 耐 災 害 性 向 上  

 近 年 、 激 甚 化 ・ 頻 発 化 す る 自 然 災 害 に お い て 、 高 規

格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 耐 災 害 性 を 強 化 す る こ と が 重 要

で あ る 。 現 行 の ５ 年 に １ 度 の 近 接 目 視 に よ る 点 検 で は 、

点 検 ・ 診 断 に お い て ば ら つ き が あ る こ と が 指 摘 さ れ て

い る こ と か ら 、 I C T 技 術 を 導 入 し 、 適 切 な 診 断 と 措 置

を 行 う こ と で 、 高 規 格 道 路 の 耐 災 害 性 を 向 上 す る こ と

が 課 題 と な る 。  

③ 次 世 代 モ ビ リ テ ィ の 活 用  

 近 年 の 自 動 運 転 技 術 は 、 レ ベ ル ４ に 到 達 し 、 自 動 運

次 世 代 の 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 求 め ら れ る 役 割 の 実

現  

3-1



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

転 の 社 会 実 装 の 実 現 可 能 性 が 高 ま っ て き た 。 一 方 、 道

路 イ ン フ ラ 側 の 自 動 運 転 車 の 受 け 入 れ 整 備 は 不 十 分 で

あ る 。 自 動 運 行 補 助 施 設 の 整 備 な ど 路 車 協 調 シ ス テ ム

の 研 究 開 発 を 進 め 、 次 世 代 モ ビ リ テ ィ の 活 用 を 図 る こ

と が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と そ の 解 決 策  

 （ １ ） で 抽 出 し た 課 題 の う ち 、 最 も 重 要 と 考 え る 課

題 は 「 ① 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 連 続 性 ・ 速 達 性 の

向 上 」 で あ る 。 そ の 理 由 は 、 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク

の 連 続 性 ・ 速 達 性 に お け る 機 能 向 上 は 、 国 民 の 経 済 活

動 に 直 結 す る こ と か ら 、 他 の 課 題 を 比 べ 比 較 的 ニ ー ズ

の 高 い 課 題 と 考 え た た め で あ る 。 以 下 、 こ の 課 題 に 対

す る 解 決 策 を 示 す 。  

① 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 拡 張  

 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 連 続 性 を 確 保 す る た め に 、

ミ ッ シ ン グ リ ン ク の 解 消 を 推 進 す る 。 ま た 、 暫 定 ２ 車

線 区 間 の ４ 車 線 化 、 登 板 車 線 等 の 付 加 車 線 の 整 備 等 、

高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 速 達 性 を 向 上 す る 。  

② 交 通 拠 点 の 強 化  

 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 速 達 性 を 向 上 す る に あ た

り 、 高 規 格 道 路 上 お よ び 周 辺 の 交 通 拠 点 の 機 能 強 化 も

重 要 で あ る 。 具 体 的 に は 、 都 市 間 を 接 続 す る バ ス タ の

整 備 、 高 規 格 道 路 沿 線 の 道 の 駅 や S A ／ P A へ の 自 動 運

転 バ ス の 乗 り 入 れ 整 備 等 の 交 通 拠 点 の 機 能 強 化 を 行 う

こ と で 、 シ ー ム レ ス な モ ー ダ ル コ ネ ク ト が 実 現 し 、 相



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

対 的 に 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 速 達 性 も 向 上 す る こ

と が 期 待 さ れ る 。  

③ 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 渋 滞 解 消  

 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 速 達 性 を 向 上 す る に あ た

り 、 道 路 渋 滞 を 緩 和 す る こ と が 解 決 策 と し て 挙 げ ら れ

る 。 具 体 的 に は 、 ロ ー ド プ ラ イ シ ン グ を 導 入 す る こ と

で 、 渋 滞 緩 和 を 目 的 と し た 交 通 需 要 マ ネ ジ メ ン ト を 行

う 。 ま た 、 工 場 や 物 流 拠 点 等 へ の ア ク セ ス 道 路 を 整 備

す る と と も に 、 ス マ ー ト I C を 導 入 し 、 渋 滞 緩 和 を 図

る 。  

（ ３ ） 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ れ へ の 対 策  

① 新 た に 生 じ う る リ ス ク  

 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 連 続 性 ・ 速 達 性 が 向 上 す

る こ と で 、 C O 2 排 出 量 が 削 減 さ れ る こ と が 期 待 さ れ る

が 、 交 通 量 が 増 加 し 、 道 路 の 老 朽 化 の 進 行 が 加 速 す る

可 能 性 が 懸 念 さ れ る 。  

② リ ス ク へ の 対 応  

老 朽 化 対 策 に お い て は 、 i - c o n s t r u c t i o n 2 . 0 を 導 入

し 、 点 検 ・ 診 断 ・ 措 置 ・ 記 録 の オ ー ト メ ー シ ョ ン 化 を

図 り 、 健 全 性 の 高 い 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 す

る 。 2 0 5 0 年 の カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 達 成 に 向 け 、 中

央 分 離 帯 や 法 面 緑 化 等 グ リ ー ン イ ン フ ラ の 導 入 等 C O 2

吸 収 量 を 増 加 す る と と も に 、 道 の 駅 や S A ／ P A に E V ス

テ ー シ ョ ン や 水 素 ス テ ー シ ョ ン を 設 置 す る こ と で 、 環

境 負 荷 軽 減 に も 配 慮 す る 。         － 以 上 －  



選択科目        

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門                  部門 

専門とする事項        

受験番号 

問題番号   Ⅲ－ 1   

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

（ １ ） 多 面 的 な 課 題  

① シ ー ム レ ス ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 ： 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク

を 早 期 に つ な ぐ こ と を 優 先 し た 我 が 国 で は 、 暫 定 ２ 車

線 区 間 で の 時 間 信 頼 性 の 低 下 、 渋 滞 に よ る 移 動 時 間 の

４ 割 ロ ス 等 経 済 損 失 が 顕 著 で あ る 。 国 土 全 体 に お い て

広 域 的 な 機 能 の 分 散 と 、 広 域 内 ・ 広 域 間 の 連 結 強 化 を

図 る 観 点 か ら 、 移 動 を ス ム ー ズ に つ な ぐ シ ー ム レ ス ネ

ッ ト ワ ー ク の 構 築 が 課 題 で あ る 。  

② 道 路 機 能 の 高 度 化 ・ 複 合 化 ： 日 本 の 置 か れ た 厳 し い

現 状 か ら 脱 却 す る た め 、 イ ン フ ラ が 社 会 資 本 と し て 経

済 を 支 え る と い う 発 想 の 転 換 が 必 要 で あ る 。 Ｄ Ｘ ・ Ｇ

Ｘ 等 の 成 長 分 野 を 道 路 事 業 に 取 り 込 み 、 課 題 解 決 に 貢

献 す る シ ス テ ム に 進 化 し て い く 観 点 か ら 、 ネ ッ ト ワ ー

ク 空 間 を 活 用 し た 省 人 化 や 自 動 化 等 、 道 路 の 枠 を 超 え

た 機 能 の 高 度 化 ・ 複 合 化 が 課 題 で あ る 。  

③ 多 様 な 価 値 に 対 応 し た 事 業 評 価 の 確 立 ： 人 口 減 少 の

荒 波 が 中 山 間 地 域 ・ 小 規 模 都 市 か ら 中 規 模 都 市 へ 拡 大

し 、 暮 ら し に 不 可 欠 な 生 活 基 盤 が 崩 壊 す る 危 機 に 直 面

し て い る 。 高 度 医 療 へ の ア ク セ ス や 大 規 模 災 害 時 の 対

応 な ど 、 地 域 で 生 活 が 営 め る 環 境 を 維 持 し 国 土 を 守 る

観 点 か ら 、 交 通 量 の 多 寡 に よ ら な い 多 様 な 価 値 に 対 応

し た 事 業 評 価 の 確 立 が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 解 決 策  

巨 大 災 害 の 影 響 を 強 く 受 け る 地 域 に お い て 、 被 害 軽

減 の た め に は ① が 最 重 要 課 題 と 考 え 、 そ の 解 決 策 を 以



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

下 に 述 べ る 。  

① サ ー ビ ス レ ベ ル 達 成 型 ネ ッ ト ワ ー ク ： 道 路 種 別 や 管

理 主 体 、 県 境 等 に と ら わ れ ず 、 重 要 都 市 間 は 一 定 の サ

ー ビ ス 速 度 （ ６ ０ ～ ８ ０ ｋ ｍ ／ ｈ ） で 連 結 、 拠 点 同 士

を ス ム ー ズ に 移 動 で き る よ う な 階 層 に 応 じ た サ ー ビ ス

レ ベ ル 達 成 型 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 。  

② パ フ ォ ー マ ン ス マ ネ ジ メ ン ト ：  

◇ サ ー ビ ス レ ベ ル を デ ー タ で 評 価 し 、 自 由 走 行 時 の ポ

テ ン シ ャ ル （ 潜 在 性 能 ） と 混 雑 時 の パ フ ォ ー マ ン ス

（ 顕 在 性 能 ） の 両 面 か ら 照 査 し 、 目 標 達 成 度 を 評 価 。  

◇ 拠 点 間 の 連 絡 は 主 と な る 機 能 階 層 （ 幹 線 ） と 、 そ れ

と 拠 点 と を 連 絡 し ア ク セ ス ・ イ グ レ ス と な る 機 能 階 層

が 存 在 す る 。 幹 線 利 用 率 を 高 め 、 ア ク セ ス ・ イ グ レ ス

の 距 離 を 短 く す る こ と が 重 要 で あ る 。  

◇ 高 規 格 道 路 の 分 担 率 向 上 を 図 る に は 、 生 活 交 通 と 幹

線 交 通 の 接 点 に ス マ ー ト Ｉ Ｃ を 設 置 し 、 Ｉ Ｃ 間 隔 を 短

縮 す る こ と が 不 可 欠 で あ る 。  

◇ 現 地 に 即 し た 時 間 変 動 デ ー タ 等 に よ り 、 パ フ ォ ー マ

ン ス の 低 い メ カ ニ ズ ム を 分 析 し 、 課 題 や 対 策 に よ る 効

果 を 評 価 す る 。 サ ー ビ ス の 安 定 性 を 表 す 定 時 性 や 通 行

止 め リ ス ク な ど 、 多 様 な 視 点 も 考 慮 す る 。  

③ 渋 滞 ボ ト ル ネ ッ ク 対 策 ：  

◇ 交 差 点 改 良 や 、 環 境 負 荷 低 減 に 資 す る ラ ウ ン ド ア バ

ウ ト の 活 用 な ど を 機 動 的 に 実 施 。  

◇ 時 間 的 に 偏 在 す る 交 通 需 要 に 応 じ た 通 行 方 向 の 切 り
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替 え （ リ バ ー シ ブ ル レ ー ン ） や 複 数 の 道 路 に 関 連 す る

渋 滞 対 策 は 、 面 的 な 対 策 を 講 じ ネ ッ ト シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン に よ る 渋 滞 長 の 変 化 な ど 定 量 的 に 評 価 。  

◇ 時 間 帯 ・ 混 雑 状 況 に 応 じ て 料 金 を 変 動 さ せ る 課 金 制

度 の 導 入 な ど 、 課 金 方 法 の 工 夫 に よ り 一 般 レ ー ン の 混

雑 を 緩 和 し 、 余 裕 の あ る レ ー ン を 有 効 に 活 用 。 （ ロ ー

ド プ ラ イ シ ン グ や Ｈ Ｏ Ｔ レ ー ン の 導 入 ）  

（ ３ ） 新 た に 生 じ る リ ス ク と 対 応 策  

今 後 人 口 減 少 が 進 み 、 厳 し い 財 政 制 約 が 課 せ ら れ る

中 で 新 た な 道 路 イ ン フ ラ は コ ス ト 増 加 を 招 き 、 維 持 管

理 ・ 更 新 を 計 画 的 に 進 め る う え で リ ス ク と な る 。 「 イ

ン フ ラ 経 営 」 の 観 点 か ら 、 以 下 に 対 応 策 を 述 べ る 。  

① 維 持 管 理 段 階 ： 新 技 術 の 活 用 や 予 防 保 全 へ の 本 格 転

換 、 集 約 ・ 再 編 等 に よ る 効 率 的 な 維 持 管 理 や 、 総 量 と

コ ス ト 全 体 の 最 適 化 を 図 り 、 財 政 制 約 か ら 整 備 が 進 ん

で い な か っ た 箇 所 へ の 投 資 余 力 を 確 保 。  

② 利 活 用 段 階 ： Ｓ Ａ 、 Ｐ Ａ は 自 然 災 害 時 の 避 難 場 所 や

防 災 拠 点 と し て 活 用 。 ま た 、 地 域 住 民 も 利 用 で き る よ

う Ｓ Ａ に は 外 部 駐 車 場 を 設 置 し 一 般 道 側 か ら も 利 用 で

き る よ う に す る 等 賑 わ い 拠 点 と し て 地 域 に 貢 献 す る 。  

③ 新 規 整 備 段 階 ： 将 来 の 維 持 管 理 ・ 利 活 用 を 見 据 え た

整 備 を 実 施 し つ つ 、 経 営 の 観 点 か ら 通 行 料 金 の 設 定 も

積 極 的 に 検 討 す る 。              以 上  
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 技術部門   建設部門 

専門とする事項  道路計画 

受験番号 

問題番号   Ⅲ－ １ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

（ １ ） 多 面 的 な 観 点 か ら 抽 出 し た ３ つ の 課 題  

① 技 術 者 が 限 ら れ る 中 で の 高 規 格 道 路 の 保 持  

我 が 国 は ， 少 子 高 齢 化 に よ り ， 2 0 4 0 年 に は 生 産 年

齢 人 口 が 約 ２ 割 も 減 少 す る 。 そ れ に 伴 い ， 道 路 技 術 者

も 減 少 す る こ と は 避 け ら れ な い 。 そ の よ う な 状 況 下 で

も ， 高 規 格 道 路 の 役 割 を 果 た し て い く 必 要 が あ る 。 そ

こ で ， 人 材 の 観 点 か ら ， 人 口 減 少 時 代 で 技 術 者 が 限 ら

れ る 中 で ， い か に 高 規 格 道 路 に 求 め ら れ る 役 割 を 保 持

し て い く か が 課 題 で あ る 。  

② 財 源 が 限 ら れ る 中 で の 投 資 効 果 の 最 大 化  

我 が 国 は ， 高 齢 化 に よ り 高 齢 者 人 口 の 割 合 が 増 加 し ，

今 後 は 社 会 保 障 費 に 多 額 の 投 資 が 必 要 で あ る 。 ま た ，

将 来 的 に ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー に よ る 車 両 の 普 及 が 考 え

ら れ ， ガ ソ リ ン 税 収 入 の 先 行 き は 不 透 明 で あ る 。 そ こ

で ， 財 源 が 限 ら れ る 見 通 し も あ る 中 で ， コ ス ト の 観 点

か ら ， い か に 高 規 格 道 路 に 関 す る 投 資 の 効 果 を 最 大 限

に 発 揮 で き る か が 課 題 で あ る 。  

③ 安 全 で 活 力 あ る 国 土 の た め の 道 路 づ く り  

我 が 国 に お け る 都 市 間 の 自 動 車 に よ る 移 動 速 度 は ，

ド イ ツ な ど 欧 州 の 主 要 国 に は 及 ば な い 。 ま た ， 我 が 国

の 高 規 格 道 路 は 開 通 率 は 高 い が ， 約 ４ 割 が 暫 定 ２ 車 線

で の 整 備 で あ り ， 未 開 通 区 間 も ま だ 残 っ て い る 。 高 規

格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク は 国 土 の 骨 格 を な す も の で あ り ，

国 土 づ く り に 不 可 欠 の も の で あ る 。 そ こ で ， 国 土 形 成

の 観 点 か ら ， い か に 安 全 で 活 力 あ る 国 土 の た め の 道 路
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づ く り を 行 う か が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） 最 も 重 要 な 課 題 と 複 数 の 解 決 策  

最 も 重 要 な 課 題 は ， （ １ ） ③ の 安 全 で 活 力 あ る 国 土

の た め の 道 路 づ く り で あ る 。 そ の 理 由 は ， 国 土 の 骨 格

を な す 高 規 格 道 路 の 整 備 が 国 土 づ く り で 重 要 と 考 え る

た め で あ る 。 複 数 の 解 決 策 は 次 の と お り で あ る 。  

① シ ー ム レ ス な 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築  

１ 点 目 は ， シ ー ム レ ス な 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 ，

つ ま り ， つ な ぎ 目 の な い 高 規 格 道 路 を 整 備 す る も の で

あ る 。 東 名 ・ 名 神 の 高 速 道 路 に 加 え ， 新 東 名 ・ 新 名 神

を 開 通 さ せ る と と も に ， 三 大 都 市 圏 の 環 状 道 路 を 整 備

し ， 東 京 圏 〜 名 古 屋 圏 〜 大 阪 圏 の 高 規 格 道 路 を 多 重 化

さ せ る 。 ま た ， 各 地 で ミ ッ シ ン グ リ ン ク の 解 消 や 暫 定

２ 車 線 の ４ 車 線 化 も 行 い ， 三 大 都 市 圏 と 接 続 さ せ た う

え で ， こ れ ら の 高 規 格 道 路 を 重 要 な 空 港 や 港 湾 に 接 続

さ せ る 。 そ の ほ か ， 太 平 洋 岸 と 日 本 海 岸 に 高 規 格 道 路

を 整 備 し ， こ れ ら を 横 断 的 に 接 続 す る こ と に よ り ， ま

さ に 網 の 目 の よ う な 高 規 格 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク を 実 現 さ

せ る 。 こ れ ら の 整 備 に よ り ， 経 済 成 長 を 後 押 し す る と

と も に ， 災 害 時 に お け る 道 路 の ダ ブ ル ネ ッ ト ワ ー ク 化

を 実 現 す る も の で あ る 。 こ の よ う な 取 組 に よ り ， 安 全

で 活 力 あ る 国 土 の た め の 道 路 が 実 現 で き る も の で あ る 。

② 自 動 物 流 道 路 の 整 備 （ オ ー ト フ ロ ー ロ ー ド ）  

２ 点 目 は ， 自 動 物 流 道 路 （ オ ー ト フ ロ ー ロ ー ド ） の

整 備 で あ る 。 高 規 格 道 路 の 空 間 を 活 用 し て 自 動 で 走 行
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で き る 車 両 を 運 行 さ せ て ， 長 距 離 を 安 全 に 荷 物 を 運 ぶ

こ と に よ り ， 物 流 を 支 援 す る こ と が で き る 。 な お ， 自

動 物 流 道 路 の 実 現 に あ た っ て は ， 例 え ば ， 磁 気 マ ー カ

ー な ど の 自 動 運 行 補 助 施 設 を 道 路 附 属 物 と し て 整 備 す

る 。 ま た ， 路 上 に 落 下 物 が 万 が 一 存 在 し た 場 合 に ， そ

れ を 通 信 で 車 両 に 伝 達 す る 路 車 協 調 シ ス テ ム の よ う な

技 術 を 導 入 す る こ と も 有 効 で あ る 。 こ の よ う な 自 動 物

流 道 路 の 整 備 に よ り ， 安 全 で 活 力 あ る 国 土 の た め の 道

路 づ く り が で き る も の で あ る 。  

（ ３ ） 新 た に 生 じ る リ ス ク と 対 策  

① 新 た に 生 じ る リ ス ク  

新 た に 生 じ う る リ ス ク は ， 高 規 格 道 路 の 整 備 が 進 む

に つ れ て ， 国 民 の 関 心 が 次 第 に 薄 れ ， 将 来 に わ た っ て

高 規 格 道 路 を 有 効 に 活 か し 続 け よ う と い う こ と に 対 し

て も 関 心 が 薄 れ て ， 高 規 格 道 路 に 対 す る 施 策 推 進 が 疑

問 視 さ れ る よ う に な り ， 維 持 管 理 に も 支 障 が 生 じ る よ

う に な る こ と で あ る 。  

② 対 応 策  

対 応 策 は ， 報 道 機 関 や Ｓ Ｎ Ｓ を 活 用 し て 高 規 格 道 路

の 意 義 や 効 果 を 発 信 し ， 高 規 格 道 路 に 対 す る 国 民 理 解

を 継 続 し て 得 る こ と で あ る 。 ま た ， Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル

に よ り ， そ の 効 果 を 評 価 ・ 検 証 し ， 改 善 を 図 っ て い く

必 要 が あ る 。 以 上  
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（１）３つの観点と課題 
①カーボンニュートラルの観点から GX の推進 
 我が国の政府は２０５０年カーボンニュートラルを掲げ、他分野に
渡って CO2 排出量の削減に取り組んでいる。道路分野における排出
量は国内総排出量の約２割を占める。地球温暖化による気候変動は我
が国でも風水害の激甚化・頻発化などの多大な影響をもたらしてお
り、対応が急がれる。高規格道路においても渋滞のボトルネックの解
消や自動運転への対応による交通の適正化を進め、いかに GX を推進
するかが課題である。 
②経済成⻑の観点から物流への対応の強化 
 近年我が国は、インターネットの普及や感染症対策により、通信販
売が急増している。それにより、輸送業者の⻑時間労働、⻑時間運転
が問題となり、その対策のため、トラック運転手の働き方改革が実施
された。そのため、物流の改革に対応しなければ輸送力は２０２４年
で１４％、２０３０年で３４％不足すると予測されている（２０２４
問題）。物流は我が国の持続的な経済成⻑において重要な役割を担
う。よって、いかに高規格道路での物流への対応を強化していくかが
課題である。 
③省人化の観点から DX の推進 
 我が国は２０１２年をピークに人口減少を続けており、それに伴い
生産年齢人口も減少している。その中でも高規格道路の整備を行って
いくにあたって、業務の省人化が求められる。いかに ETC2.0 や ICT
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施工の実施などの新技術を取り入れて、DX のさらなる推進を行うか
が課題である。 
（２）最重要課題と対策 
 最も重要な課題は、（１）②の物流への対応である。なぜなら、南
北に⻑く中央を⼭脈が通る我が国にとって、トラック輸送は物流の要
であり、その対応は焦眉の急と考えるためである。以下に解決策を示
す。 
①輸送業者の確実な休憩機会の確保 
 以下の対策を行う。 
・大型車用駐車マスの予約システムの構築(SA／PA) 
・大型車用駐車マスの増設（SA／PA） 
・ダブル連結トラックの駐車マスの設置と増設（SA／PA） 
・シャワールームの設置・増設（SA／PA) 
・売店、飲⾷店の営業時間の延⻑（SA／PA） 
・立体化による駐車場の拡充（SA／PA） 
・高速道路沿線の用地の利用による駐車場の新設 
・スマート IC などによる IC の増設 
②物流拠点の整備 
 高規格道路の SA／PA に隣接、または沿線に物流の拠点を整備す
る。荷台の付け替え、荷物の一時的な受け渡し場所、荷物の集約によ
る荷台空間の最適化などに利用する。それにより、運転手が日帰りす
ることが可能になる。 
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③自動輸送システムへの対応 
 高規格道路の車道以外の用地や道路の地下空間を利用し、将来的な
自動輸送システムの構築を推進する。これは DX や GX にも大きく寄
与する取り組みでもある。 
（３）新たなリスクとその対策 
①新たなリスク 
 物流のシステムの大きな改革により、輸送業者がそれらを把握しき
れず、整備しても活用されないことがリスクである。 
②対策 
 以下の対策が有効であると考える。 
・双方向でのデータのやり取りが可能な ETC2.0 や VICS を利用した
駐車場の混雑状況の情報提供 
・上記と合わせて CCTV カメラやセンサーによる駐車場の利用状況の
確認。それにより必要に応じてシステムの改良を行うなど、PDCA を
回す。 
・トラック協会への宣伝 
・SNS、テレビ、ラジオ、SA・PA へのポスター、デジタルサイネー
ジ、チラシなど、多様なメディアを活用した周知 
・高速道路料金の大口割引、多頻度割引の実施 
・ホームページやポータルサイトの整備。多言語対応、ピクトグラム
の活用なども合わせて行う。以上 
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１ ． 多 面 的 な 観 点 か ら ３ つ の 課 題  

1 . 1 高 規 格 道 路 網 の パ フ ォ ー マ ン ス 向 上  

 幹 線 道 路 網 の 年 間 走 行 時 間 に よ る と 、 約 ４ 割 が 渋 滞

に よ る 損 失 時 間 と な っ て お り 、 都 市 部 を 中 心 に 移 動 の

効 率 性 を 損 ね て い る 。 ま た 、 高 規 格 道 路 か ら 交 通 拠 点

と な る 鉄 道 、 空 港 、 港 湾 へ の ア ク セ ス は 、 約 ２ 割 が 2 0

分 以 上 要 し て お り 、 物 流 や 観 光 等 の 経 済 的 損 失 が 大 き

い 。 そ の た め 、 経 済 成 長 の 観 点 か ら 渋 滞 の 解 消 に よ る

高 規 格 道 路 網 の パ フ ォ ー マ ン ス 向 上 が 課 題 で あ る 。  

1 . 2 災 害 に 強 く 安 全 な 道 路 環 境 の 確 保  

 我 が 国 の 高 速 道 路 は 、 繋 げ る こ と を 優 先 し て 整 備 し

た こ と か ら 約 4 割 が 暫 定 2 車 線 と な っ て い る 。 そ の 結

果 、激 甚 化 す る 災 害 に よ り 長 時 間 の 通 行 止 め が 発 生 し 、

救 助 や 物 資 輸 送 に 支 障 が 生 じ て い る 。 ま た 、 対 面 通 行

で あ る た め 事 故 が 発 生 す る と 被 害 が 大 き い 。そ の た め 、

安 全 の 観 点 か ら 災 害 に 強 く 安 全 な 道 路 環 境 の 確 保 が 課

題 で あ る 。  

1 . 3 低 炭 素 道 路 交 通 の 構 築  

 我 が 国 の C o 2 排 出 量 は 産 業 部 門 に 次 い で 運 輸 部 門 が

多 く 、 特 に 自 動 車 か ら の C o 2 排 出 量 は 我 が 国 全 体 の 約

1 5 ％ を 占 め て い る 。 一 方 で 、 デ ジ タ ル 技 術 や 次 世 代 自

動 車 の 開 発 ・ 普 及 を 背 景 に 、 高 規 格 道 路 を 活 用 し た 道

路 交 通 の 低 炭 素 化 が 求 め ら れ て い る 。 そ の た め 、 環 境

の 観 点 か ら 低 炭 素 道 路 交 通 の 構 築 が 課 題 で あ る 。  

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  
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 人 命 や 安 全 が 何 よ り も 最 優 先 と 考 え 、 最 重 要 課 題 は

安 全 で 災 害 に 強 い 道 路 環 境 の 確 保 で あ る 。 以 下 に 解 決

策 を 述 べ る 。  

2 . 1 地 域 安 全 保 障 エ ッ セ ン シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成  

 暫 定 ２ 車 線 区 間 の ４ 車 線 化 を 計 画 的 に 実 施 す る 。 ま

た 、 高 速 道 路 の ミ ッ シ ン グ リ ン ク 解 消 や 高 規 格 道 路 と

代 替 機 能 を 有 す る 国 道 と の ダ ブ ル ネ ッ ト ワ ー ク を 強 化

す る こ と で 災 害 に 強 い 道 路 網 を 構 築 す る 。 そ の 際 、 地

域 生 活 圏 の 維 持 に 不 可 欠 な 高 規 格 道 路 網 を 地 域 安 全 保

障 エ ッ セ ン シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー ク と し て 位 置 付 け 、 整 備

す る 。 こ れ に よ り 、 地 域 間 の 生 活 を 補 完 で き る 道 路 環

境 が 実 現 で き る 。  

2 . 2 災 害 に 備 え た 道 路 構 造 の 強 靭 化  

 被 災 後 に お い て も 緊 急 車 両 が 通 行 で き る よ う 道 路 構

造 物 の 耐 震 補 強 を 推 進 す る 。 具 体 的 に は 落 橋 防 止 に 加

え 、支 承 の 補 強 を 行 う こ と で 耐 震 性 を 強 化 す る 。ま た 、

イ ン フ ラ を 健 全 に 長 期 保 全 す る た め 床 版 取 替 等 の 大 規

模 修 繕 や 更 新 事 業 を 計 画 に 実 施 す る 。 更 に 、 災 害 時 に

最 小 限 の 通 行 が で き る よ う 、 路 肩 を 拡 幅 す る な ど 新 た

な 道 路 構 造 仕 様 に よ り 、 通 行 止 め 時 間 の 短 縮 を 図 る 。  

2 . 3 事 故 多 発 箇 所 の 集 中 的 な 対 策  

 事 故 多 発 箇 所 に お い て 、 E T C 2 . 0 交 通 デ ー タ を 活 用 し

た 事 故 要 因 分 析 を 行 い 安 全 対 策 を 実 施 す る 。 具 体 的 に

は 、 急 ブ レ ー キ や 速 度 超 過 の 多 い 区 間 を 特 定 し 、 危 険

箇 所 に 対 し て 集 中 的 な 対 策 を 実 施 す る 。 対 策 は 減 速 帯
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の 設 置 や カ ラ ー 舗 装 、 注 意 喚 起 の 看 板 設 置 等 の ハ ー ド

対 策 、 E T C 2 . 0 と 連 動 し た カ ー ナ ビ に よ り ド ラ イ バ ー へ

の 危 険 箇 所 の 情 報 を 提 供 す る な ど の ソ フ ト 対 策 を 実 施

す る 。 こ れ に よ り 、 事 故 の 発 生 を 未 然 に 防 ぐ 。  

３ ． 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 策  

3 . 1 新 た に 生 じ う る リ ス ク  

 急 激 な 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 や 、 令 和 6  年 度 か ら の 時

間 外 労 働 の 上 限 規 制 に よ り 、 労 働 力 が 低 下 し 、 事 業 ス

ピ ー ド が 遅 く な る リ ス ク が あ る 。  

3 . 2 対 策  

 デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た 業 務 効 率 化 に よ り 、 建 設 生

産 プ ロ セ ス 全 体 の 生 産 性 を 向 上 さ せ 、 事 業 ス ピ ー ド の

低 下 を 防 ぐ 。 具 体 的 に は 以 下 の 取 組 を 実 施 す る 。  

① B I M / C I M の 活 用  

 事 業 の 初 期 段 階 か ら B I M / C I M を 活 用 す る こ と で 、 建

設 生 産 プ ロ セ ス の 各 段 階 で 関 係 者 間 の 情 報 共 有 を 図 る 。

こ れ に よ り 、 効 率 的 な 施 工 計 画 を 検 討 で き る た め 、 工

程 を 短 縮 で き る 。 ま た 、 作 業 ミ ス や 手 戻 り 工 事 の 減 少

に 加 え 、 関 係 者 間 の 合 意 形 成 を 円 滑 に で き る 。  

② I C T を 活 用 し た 業 務 効 率 化  

 調 査 段 階 に お い て X R O A D を ベ ー ス と し た 整 備 計 画 と

す る こ と で 調 査 時 間 や 資 料 収 集 時 間 を 短 縮 で き る 。 ま

た 、 施 工 段 階 に お い て 、 I C T 施 工 や 新 技 術 を 積 極 的 に

活 用 す る ほ か 、 リ モ ー ト に よ る 遠 隔 臨 場 検 査 を 実 施 す

る こ と で 物 理 的 な 移 動 を 削 減 で き る 。      以 上  
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Ⅱ

１ ． 迅 速 な 道 路 啓 開 の た め の 課 題  

① 発 災 時 も 交 通 機 能 を 確 保 で き る 道 路 構 築  

発 災 時 で も 交 通 機 能 が 確 保 さ れ る こ と で 、 早 期 啓 開

に つ な が る 。 し か し な が ら 災 害 時 に お い て は 、 道 路 沿

い の 電 柱 の 倒 壊 や 、 土 砂 崩 れ な ど で 幹 線 道 路 が 寸 断 さ

れ 、 啓 開 に 時 間 を 要 し て い る 。  

そ の た め 、 道 路 整 備 の 観 点 か ら 、 発 災 時 で も 交 通 機

能 を 確 保 で き る 道 路 構 築 が 必 要 で あ る 。  

② 道 路 イ ン フ ラ の 強 靭 化  

発 災 時 に 橋 梁 や 土 工 部 な ど 、 道 路 イ ン フ ラ が 倒 壊 し

な い こ と で 、 早 期 の 啓 開 が 行 え る 。 し か し な が ら 災 害

の 激 甚 化 が 起 こ る 中 、 強 靭 化 対 策 が 進 ん で い な い こ と

か ら 、 倒 壊 の 懸 念 が あ る 。  

そ の た め 、 道 路 構 造 物 の 整 備 の 観 点 か ら 、 道 路 イ ン

フ ラ の 強 靭 化 が 必 要 で あ る 。  

③ デ ジ タ ル を 活 用 し た 道 路 イ ン フ ラ 情 報 収 集  

災 害 発 生 時 、 被 災 状 況 把 握 が 早 い と 優 先 度 を 設 け た

復 旧 対 策 を 早 期 に 行 え 、 早 期 啓 開 に つ な が る 。 し か し

な が ら 、 情 報 収 集 は 現 地 確 認 や 計 測 で 行 な っ て い る こ

と が 多 く 、 半 島 な ど の 災 害 時 は 、 道 路 が 寸 断 さ れ 、 調

査 に 時 間 を 要 し て い る 。  

そ の た め 、 災 害 時 に お け る 調 査 の 観 点 か ら 、 デ ジ タ

ル を 活 用 し て 、 現 地 に 行 か な く て も 被 災 状 況 を 把 握 す

る こ と で 、 早 期 啓 開 に 繋 げ る 必 要 が あ る 。  

2 ． 重 要 課 題 と 解 決 策  
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●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

災 害 発 生 時 、 道 路 の 代 替 性 が あ る こ と が 最 も 早 期 啓

開 に つ な が る た め 、 「 発 災 時 で も 交 通 機 能 を 確 保 で き

る 道 路 構 築 」 を 最 重 要 課 題 と し 、 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。

①  無 電 柱 化 の 推 進  

道 路 沿 い に 立 つ 電 柱 や 電 線 類 を 地 中 化 等 に よ り 、 道

路 上 か ら 撤 去 す る こ と で 、 発 災 時 の 倒 壊 リ ス ク を 排 除

す る 。 無 電 柱 化 方 法 に は 電 線 共 同 溝 や 裏 配 線 、 軒 下 配

線 な ど が あ る 。 整 備 を 行 う 際 は 、 電 気 、 通 信 事 業 者 な

ど と 連 携 し 、 緊 急 輸 送 道 路 や 人 口 密 集 地 域 を 優 先 的 に

進 め る 。 ま た 、 観 光 地 に お い て は 景 観 向 上 の 効 果 も 期

待 で き る 。  

②  ダ ブ ル ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築  

迂 回 路 の 無 い 幹 線 道 路 に 対 し 、 代 替 路 を 設 置 す る こ

と で 、 片 方 が 被 災 し た 場 合 で も 、 交 通 機 能 を 確 保 で き

る 。 整 備 に 当 た っ て は 、 被 災 履 歴 や 地 形 的 被 災 リ ス ク

の 高 い と こ ろ を 優 先 的 に 進 め る こ と で 、 効 果 的 か つ 効

率 的 と な る 。 ま た 、 ミ ッ シ ン グ リ ン ク を 解 消 す る こ と

で も 代 替 性 の 確 保 に つ な が る 。  

③  暫 定 2 車 線 区 間 の 4 車 線 化  

暫 定 2 車 線 で 整 備 し て い る 道 路 は 、 土 砂 崩 れ 等 が 起

こ っ た 場 合 、 土 砂 で 道 路 寸 断 さ れ 、 通 行 止 め に な る リ

ス ク が あ る 。 そ の た め 、 4 車 線 化 す る こ と で 、 部 分 的

に 被 災 し た 場 合 で も 、 交 通 規 制 を 行 い な が ら 交 通 機 能

を 確 保 で き る 。 整 備 に あ た っ て は 、 橋 梁 部 や 土 工 部 な

ど 被 災 リ ス ク の 高 い 箇 所 を 優 先 的 に 進 め る こ と で 、 効
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率 的 な 整 備 と な る 。  

 

 

3 ． 新 リ ス ク と 対 策  

上 記 解 決 策 を 実 行 し て も 新 た に 生 じ う る リ ス ク と し

て は 、 道 路 イ ン フ ラ 増 加 に よ る 「 イ ン フ ラ メ ン テ ナ ン

ス の 困 難 化 」 が あ る 。 我 が 国 は 、 老 朽 化 イ ン フ ラ が 増

え て お り 、 担 い 手 も 不 足 し て い る こ と か ら 、 維 持 管 理

が 適 切 に 行 え な い 可 能 性 が あ る 。 以 下 に 対 策 を 示 す 。  

① I C T を 活 用 し た 点 検  

点 検 作 業 は 、 目 視 や 打 音 な ど 人 力 で 調 査 、 技 術 者 が

診 断 を 行 な っ て お り 、 生 産 性 が 低 い 。 そ の た め 、 ド ロ

ー ン や レ ー ザ ー を 活 用 し た 計 測 を 行 い 、 A I に よ る 解

析 を 行 う こ と で 、 省 人 化 や 作 業 の 効 率 化 を 図 る 。  

② デ ジ タ ル を 活 用 し た 管 理  

管 理 台 帳 は 紙 媒 体 を 使 用 し て い る こ と が 多 く 、 担 当

者 が 変 わ っ た 場 合 な ど 、 引 き 継 ぎ に 時 間 を 要 し て い る 。

そ の た め 、 台 帳 の 電 子 デ ー タ 化 を 行 い 、 ク ラ ウ ド 上 に

構 築 し た イ ン フ ラ デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に ア ッ プ ロ

ー ド す る こ と で 管 理 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 自 治 体 間 や

官 民 間 で の 連 携 管 理 に つ い て も 効 率 化 が 期 待 で き る 。  

 

 

 

以 上  

こ の 辺 ま で は 埋 め た  

こ の 辺 ま で は 埋 め た  
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１ ． 大 規 模 災 害 時 に お い て 道 路 啓 開 を 迅 速 に 行 う た め

の 課 題  

（ １ ） 強 靭 な 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 確 保  

 災 害 発 生 時 に 道 路 が 被 災 し 、 重 機 等 の 車 両 が 通 行 で

き な く な る こ と は 、 道 路 啓 開 に 多 大 な 支 障 を き た し 、

ひ い て は 人 命 を 守 る う え で 大 き な 支 障 と な る 。 よ っ て 、

道 路 網 の 観 点 か ら 、 強 靭 な 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 確 保 が

課 題 で あ る 。  

（ ２ ） 「 道 の 駅 」 等 の 防 災 機 能 の 強 化  

 円 滑 な 道 路 啓 開 の た め に は 十 分 な 重 機 や 資 材 が 必 要

と な る 。 こ れ ら を 広 域 か ら 集 積 し 、 被 災 地 に 展 開 し て

い く こ と が 重 要 と な る 。 よ っ て 、 拠 点 の 観 点 か ら 、

「 道 の 駅 」 等 の 防 災 機 能 の 強 化 が 課 題 で あ る 。  

（ ３ ） 道 路 啓 開 計 画 の 策 定  

 道 路 啓 開 が 必 要 と な る よ う な 大 規 模 災 害 は 、 い つ ど

こ で 発 生 し て も お か し く な い 。 こ の た め 、 予 め 被 害 を

想 定 し た 上 で 、 訓 練 を 行 う 等 の 備 え が 重 要 で あ る 。 よ

っ て 、 事 前 準 備 の 観 点 か ら 、 道 路 啓 開 計 画 の 策 定 が 課

題 で あ る 。  

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 「 道 の 駅 」 等 の 防 災 機 能 の 強 化 に よ る 拠 点 の 整 備 や 、

道 路 啓 開 計 画 の 策 定 に よ る 事 前 準 備 は 重 要 で あ る が 、

東 日 本 大 震 災 の 「 く し の 歯 作 成 」 の 経 験 か ら も 、 高 規

格 道 路 や そ れ に 繋 が る 幹 線 道 路 が 道 路 啓 開 作 業 に 大 き

な 役 割 を 果 た し た こ と が 事 実 と し て 確 認 さ れ た こ と か
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受験番号 

問題番号 Ⅲ－２ 

答案使用枚数 ３枚目      １枚中 

技術部門     建設部門 

専門とする事項  道路計画に関する事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

 

ら 、 強 靭 な 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 確 保 を 最 も 重 要 な 課 題

と 考 え 、 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。  

（ １ ） 高 規 格 道 路 の 整 備 促 進  

 道 路 啓 開 を 行 う 重 機 や 資 材 の 運 搬 を 確 実 に 行 う た め 、

被 災 し に く く 、 速 や か に 復 旧 が 可 能 と な る 災 害 に 強 い

高 規 格 道 路 が 重 要 と な る 。 こ の た め 、 ミ ッ シ ン グ リ ン

ク の 解 消 や 暫 定 ２ 車 線 区 間 の ４ 車 線 化 等 、 高 規 格 道 路

の 整 備 促 進 を 図 る 。  

（ ２ ） 直 轄 国 道 等 の 幹 線 道 路 の バ イ パ ス 化  

 万 が 一 、 高 規 格 道 路 が 被 災 し た 場 合 に お い て も 道 路

啓 開 を 円 滑 に 行 う た め に 、 リ ダ ン ダ ン シ ー の 確 保 が 重

要 と な る 。 こ の た め 、 高 規 格 道 路 と の ダ ブ ル ネ ッ ト ワ

ー ク 化 を 図 る た め 、 直 轄 国 道 等 の 幹 線 道 路 の バ イ パ ス

化 を 推 進 す る 。  

（ ３ ） 耐 震 補 強 等 の 防 災 対 策 の 推 進  

 道 路 構 造 物 の 流 出 ・ 洗 堀 、 地 震 に よ る 橋 梁 の 損 傷 、

法 面 ・ 盛 土 の 被 災 に よ る 通 行 止 め は 道 路 啓 開 作 業 に 支

障 を 及 ぼ す 。 よ っ て 、 災 害 に 強 い 道 路 の 構 築 の た め 、

橋 梁 の 耐 震 補 強 や 法 面 対 策 等 の 防 災 対 策 を 実 施 す る 。  

３ ． 新 た に 生 じ る リ ス ク と 対 応 策  

（ １ ） 新 た に 生 じ る リ ス ク  

道 路 啓 開 を 円 滑 に 行 う べ く 災 害 に 強 い 道 路 ネ ッ ト ワ

ー ク が 整 備 さ れ て も 、 実 際 に 道 路 啓 開 作 業 を 行 う 人 材

面 の リ ス ク が あ る 。 具 体 的 に は 、 建 設 業 は 高 齢 労 働 者

の 割 合 が 全 産 業 平 均 よ り 高 い 水 準 で 増 加 傾 向 に あ る な
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ど 今 後 の 担 い 手 不 足 が 深 刻 化 し て お り 、 大 規 模 災 害 時

等 に お い て 道 路 啓 開 を 行 う 重 機 を 操 作 す る オ ペ レ ー タ

人 材 の 不 足 が 懸 念 さ れ る 。  

 そ の 対 応 策 と し て 、 建 設 キ ャ リ ア ア ッ プ シ ス テ ム

（ C C U S ） に 重 機 オ ペ レ ー タ 情 報 を 登 録 し 、 大 規 模 災 害

時 等 に お い て 、 広 域 的 に オ ペ レ ー タ の 派 遣 が 可 能 と な

る 仕 組 み の 構 築 が 考 え ら れ る 。 ま た 、 道 路 啓 開 作 業 に

お い て 、 施 工 の オ ー ト メ ー シ ョ ン 化 に よ る 省 人 化 及 び

生 産 性 の 向 上 を 図 る こ と が 考 え ら れ る 。  

                      以 上  

 

 

筆 記 試 験 結 果 発 表 後 に 慌 て て 論 文 復 元 し た た め 、 復 元

率 は 感 覚 的 に ７ 割 程 で す 。 申 し 訳 あ り ま せ ん 。  
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技術部門          建設部門 

専門と する 事項            

受験番号 

問題番号   Ⅲ－     

●答案用紙の解答欄の枠内に記載し た解答のみ採点対象と し ます。                               24 字×25 字 

●受験番号、 技術部門、 選択科目、 専門と する 事項及び問題番号の

欄は必ず記入する こ と 。  

← 解答する 問題番号（ １ 又は２ ） を点線の枠内に必ず記入する こ と 。  
○解答欄の記入は、 1 マス につき 1 文字と する こ と 。 なお、 英字・ 数字は 1 マス に 2 文字を 目安と する 。

（ 図表を 用いて解答する 場合を含む。 ）  

 

２  

１ ． ３ つ の 課 題 抽 出 と そ の 内 容  

（ １ ） 初 動 対 応 の 拠 点 や 交 通 路 の 確 保  

 頻 発 化 ・ 激 甚 化 す る 大 規 模 災 害 へ の 備 え と し て 、 非

常 時 直 後 の 人 員 ・ 資 機 材 確 保 の 準 備 が 進 め ら れ て き た 。

し か し 、 令 和 ６ 年 能 登 半 島 地 震 で は 、 輸 送 経 路 の 被 災

や 拠 点 不 足 に よ り 対 応 に 遅 れ が 生 じ た た め 、 重 要 物 流

道 路 や 防 災 拠 点 自 動 車 駐 車 場 等 の 拡 充 が 求 め ら れ る 。  

 し た が っ て 、 制 度 面 の 観 点 よ り 、 初 動 対 応 の 拠 点 や

交 通 路 の 確 保 が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） 情 報 収 集 の 高 度 化  

 大 規 模 災 害 で は 公 共 施 設 の 被 害 が 広 域 的 に 発 生 し 、

特 に 地 方 に お い て は 土 砂 災 害 と い っ た 山 間 部 で の 道 路

被 害 が 多 く 発 生 す る 。 し か し 、 地 方 の 限 ら れ た 人 員 で

こ れ ら の 被 害 を 迅 速 に 把 握 す る こ と が 困 難 で あ る た め 、

効 率 的 な 情 報 収 集 が 求 め ら れ る 。  

 し た が っ て 、 被 害 状 況 把 握 の 観 点 よ り 、 情 報 収 集 の

高 度 化 が 課 題 で あ る 。  

（ ３ ） 道 路 の 耐 災 害 性 の 強 化  

 我 が 国 で は 、 民 間 の 通 信 施 設 が 道 路 区 域 内 に 、 民 有

の 建 築 物 や 自 然 斜 面 が 道 路 区 域 に 近 接 し て 存 在 す る 。

そ の た め 、 こ れ ら の 倒 壊 ・ 崩 壊 に よ る 道 路 閉 塞 が 生 じ

て い る こ と か ら 、 大 規 模 災 害 時 で も 道 路 の 通 行 機 能 を

十 分 確 保 で き る 対 策 が 必 要 で あ る 。  

 し た が っ て 、 ハ ー ド 対 策 の 観 点 か ら 、 道 路 の 耐 災 害

性 の 強 化 が 課 題 で あ る 。  
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２ ． 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 解 決 策  

 １ ． で 挙 げ た 課 題 の う ち 、 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 は 、

（ ３ )  道 路 の 耐 災 害 性 の 強 化 で あ る 。 な ぜ な ら 、 道 路

の 耐 災 害 性 の 強 化 は 大 規 模 災 害 時 に お い て も 道 路 の 交

通 機 能 を 確 保 で き 、 被 災 地 で の 早 期 の 復 旧 ・ 復 興 や 安

全 ・ 安 心 な 避 難 活 動 が 可 能 と な る た め で あ る 。 以 下 に

解 決 策 を 述 べ る 。  

（ １ ） 無 電 柱 化 の 推 進  

 道 路 の 耐 災 害 性 の 強 化 に 向 け た 解 決 策 と し て 、 無 電

柱 化 の 推 進 が 挙 げ ら れ る 。 な ぜ な ら 、 沿 道 の 電 柱 を 取

り 除 い て お く こ と で 、 大 規 模 災 害 時 に 電 柱 の 倒 壊 に よ

る 道 路 の 通 行 止 め リ ス ク の 低 減 に 繋 が る た め で あ る 。  

 具 体 的 な 無 電 柱 化 の 手 法 と し て 、 電 線 共 同 溝 な ど で

電 線 類 を 地 中 化 す る 手 法 と 、 裏 通 り な ど に 電 線 類 を 配

置 し て 主 要 な 通 り か ら 電 線 を な く す 裏 配 線 や 軒 下 配 線

な ど の 地 中 化 以 外 の 手 法 が 挙 げ ら れ る 。  

（ ２ ） 建 築 物 の 耐 震 化  

 道 路 の 耐 災 害 性 の 強 化 に 向 け た 解 決 策 と し て 、 建 築

物 の 耐 震 化 が 挙 げ ら れ る 。 な ぜ な ら 、 沿 道 建 築 物 の 耐

震 化 に よ り 、 倒 壊 に よ る 長 期 間 の 道 路 封 鎖 の リ ス ク の

低 減 に 繋 が る か ら で あ る 。  

 具 体 的 に は 、 緊 急 輸 送 道 路 等 の 指 定 を 行 い 、 沿 道 の

公 共 建 築 物 の 耐 震 化 を 進 め る 。 ま た 、 民 間 の 沿 道 建 築

物 の 所 有 者 に 対 し て は 、 建 築 物 の 耐 震 診 断 や 耐 震 改 修

を 促 す 。  
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（ ３ ） 緊 急 輸 送 道 路 上 の 法 面 対 策  

 道 路 の 耐 災 害 性 の 強 化 に 向 け た 解 決 策 と し て 、 緊 急

輸 送 道 路 上 の 法 面 対 策 が 挙 げ ら れ る 。 な ぜ な ら 、 事 前

に 法 面 対 策 を 行 う こ と に よ り 、 巨 大 地 震 や 集 中 豪 雨 に

よ る 道 路 区 域 外 か ら 車 道 部 へ の 土 砂 流 入 の 抑 制 で き る

か ら で あ る 。  

 具 体 的 に は 、 ド ロ ー ン や Ａ Ｉ カ メ ラ 等 を 用 い て 効 率

的 な 法 面 調 査 に よ り 危 険 個 所 の 抽 出 を 行 い 、 自 然 斜 面

に は ア ン カ ー 等 に よ る 法 面 補 強 を 、 盛 土 法 面 に は 排 水

対 策 を 確 実 に 行 う 等 、 状 況 や 危 険 性 に 応 じ た 対 策 を 講

じ る こ と に よ る 法 面 の 安 定 化 を 図 る 。  

３ ． 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 策  

（ １ ） 新 た に 生 じ う る リ ス ク  

 新 た に 生 じ う る リ ス ク と し て 、 対 象 の 施 設 数 が 膨 大

で あ る の に 対 し 財 源 は 限 ら れ て い る た め 、 早 急 な 対 応

は 困 難 で あ り 、 整 備 効 果 発 現 ま で に 多 大 な 時 間 を 要 す

る こ と が 挙 げ ら れ る 。  

（ ２ ） 対 策  

 上 記 リ ス ク の 対 策 と し て 、 対 象 施 設 の 重 要 度 ・ 整 備

効 果 等 を 検 討 の 上 、 整 備 の 優 先 順 位 付 け を 行 う こ と が

挙 げ ら れ る 。  

 具 体 的 に は 、 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 導 入 し 、 各 施

設 を 資 産 と し て 捉 え 、 計 画 的 に 管 理 す る こ と で 資 産 の

価 値 を 維 持 （ 長 寿 命 化 ） す る 。 ま た 、 投 資 の 平 準 化 や

適 切 な 時 期 で の 対 策 が 可 能 と な る 。       以 上  
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２  

( 1 )   道 路 啓 開 を 迅 速 に 行 う に 当 た っ て の 課 題  

1 )  道 路 構 造 の 脆 弱 性  

 能 登 半 島 地 震 に お い て は 、 第 一 次 緊 急 輸 送 道 路 の 多

く で 土 砂 災 害 が 発 生 し 、 発 生 後 7 2 時 間 以 内 に 道 路 啓

開 が で き な か っ た 。 こ れ は ４ 車 線 の 高 規 格 道 路 が 少 な

く 、 耐 震 補 強 が 不 十 分 で あ る な ど 道 路 構 造 が 脆 弱 で あ

っ た こ と が 原 因 で あ る 。 道 路 構 造 の 脆 弱 性 の 観 点 か ら 、

緊 急 車 両 が 早 期 に 走 行 で き る た め の 、 耐 震 補 強 や 土 工

構 造 物 の 強 化 な ど が 課 題 で あ る 。  

2 ) 人 員 や 資 機 材 の 不 足  

災 害 時 に は 、 協 定 に 基 づ く 建 設 業 や レ ッ カ ー 業 な ど

民 間 事 業 者 の 人 員 や 資 機 材 が 不 足 す る こ と が あ る 。 こ

れ は 、 南 海 ト ラ フ な ど の 巨 大 地 震 で は 、 他 県 な ど か ら

の 応 援 を 望 め な い 事 態 が 見 込 ま れ る た め 、 地 元 の 建 設

会 社 だ け で は 人 員 や 資 機 材 が 不 足 す る こ と が 原 因 で あ

る 。 人 員 や 資 機 材 の 不 足 の 観 点 か ら 、 地 元 の 協 会 に 入

っ て い な い 家 族 経 営 な ど の 小 規 模 な 建 設 会 社 も 含 め た 、

地 域 の 総 動 員 体 制 を 構 築 す る こ と が 課 題 で あ る 。  

3 ) 自 治 体 職 員 の ス キ ル 不 足  

自 治 体 職 員 の 災 害 対 策 の ス キ ル を 向 上 さ せ に く い 。

こ れ は 、 自 治 体 に お い て 震 度 ５ 以 上 ク ラ ス の 地 震 の 発

生 頻 度 が 少 な い た め 、 災 害 対 応 の ノ ウ ハ ウ を 向 上 さ せ

に く い こ と が 原 因 で あ る 。 ま た 自 治 体 で は 、 職 員 不 足

に 加 え 、 ロ ー テ ー シ ョ ン に よ り 防 災 担 当 者 が 全 く 別 の

部 署 へ 異 動 す る こ と も 多 い 。 自 治 体 職 員 の ス キ ル 不 足
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の 観 点 か ら 、 国 が 協 議 会 を 設 置 し 、 自 治 体 に お け る 道

路 啓 開 計 画 策 定 の 支 援 が 課 題 で あ る 。  

( 2 )  道 路 構 造 の 強 靭 化  

 災 害 時 に 緊 急 車 両 を 一 刻 も 早 く 通 行 で き る よ う に す

る た め 、 1 ) 道 路 構 造 の 脆 弱 性 を 最 重 要 課 題 と 考 え る 。  

1 ) 上 下 線 の 片 方 を 優 先 し た 耐 震 補 強 の 推 進  

道 路 啓 開 を 行 う た め に は 、 橋 梁 部 に お い て ｢ 耐 震 性

能 ２ ｣ の 確 保 を 進 め る こ と が 必 要 で あ る 。 し か し 2 0 2 2

年 現 在 、 全 国 の 緊 急 輸 送 道 路 に あ る 長 さ 1 5 ｍ 以 上 の

橋 の 内 、 耐 震 性 能 ２ を 満 た し て い る 橋 は 、 8 1 ％ に 留 ま

っ て い る 。 こ れ は 、 残 っ て い る の が 河 川 区 域 な ど 難 工

事 の 予 想 さ れ る 箇 所 で あ る た め で あ る 。 限 ら れ た 予 算

で 耐 震 化 を 進 め る た め に は 、 上 下 線 の 片 方 の み を 先 行

し て 耐 震 補 強 を 行 い 、 被 災 し た と し て も 上 下 線 の 一 方

に つ い て は 、 緊 急 車 両 等 の 通 行 を 確 保 で き る よ う に す

る こ と が 重 要 で あ る 。  

2 )  土 工 構 造 物 の 耐 震 化  

 能 登 半 島 地 震 で は 、 土 工 構 造 物 な ど の 被 災 に よ り 通

行 機 能 が 損 な わ れ た 損 傷 が 多 く 見 ら れ た 。 こ れ は 、 設

計 時 の 想 定 外 力 と 実 際 の 外 力 と が か い 離 し て い る こ と

が 原 因 で あ る 。 盛 土 の 損 傷 の ９ 割 は 排 水 に 関 係 し て い

る こ と か ら 、 地 下 水 、 特 に 融 雪 水 に よ る 影 響 な ど の 地

域 特 性 を 踏 ま え た 耐 震 性 能 の 見 直 し を 図 り 、 耐 震 補 強

工 事 を 推 進 す る こ と が 重 要 で あ る 。 具 体 的 に は 、 盛 土

の 脚 部 に ふ と ん か ご な ど の 設 置 す る こ と な ど に よ り 、
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地 下 水 の 排 水 と 、 せ ん 断 強 度 の 増 加 が 可 能 と な る た め 、

設 置 を 推 進 す る 。  

( 3 )  新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ の 対 策  

1 ) 構 造 物 の み で 地 震 被 害 を 防 ぐ こ と の 限 界   

新 た に 生 じ う る リ ス ク と し て は 、 構 造 物 の み で 地 震

被 害 を 防 ぐ こ と の 限 界 が あ る 。 能 登 半 島 地 震 に お い て

石 川 県 内 の 全 3 0 1 8 箇 所 の 橋 梁 に お い て 、 橋 脚 の せ ん

断 破 壊 な ど は 見 ら れ ず 、 兵 庫 県 南 部 地 震 以 後 に 設 計 や

耐 震 補 強 さ れ た 橋 に お い て は 、 期 待 し た 耐 震 性 能 が 発

揮 さ れ た 。 し か し 、 今 ま で 地 震 に よ る 損 傷 の 報 告 が 少

な い ト ン ネ ル の 損 傷 が 認 め ら れ た 。 こ れ は 、 地 盤 の 隆

起 な ど 、 今 ま で に な い 崩 壊 の メ カ ニ ズ ム の 影 響 に よ る

も の で あ る 。 こ の よ う に 、 今 後 発 生 す る 全 て の 未 知 の

挙 動 に 対 し て 、 構 造 物 の み で 地 震 被 害 を 防 ぐ こ と は 限

界 が あ る 。  

2 ) 想 定 外 の 外 力 に 対 す る 対 策  

対 策 と し て 、 想 定 外 の 外 力 が 発 生 し た と し て も 、 橋

の 遊 間 が 広 が ら な い よ う な フ ェ ー ル セ ー フ を 設 置 す る

こ と に よ り 、 道 路 啓 開 を 迅 速 に 行 う こ と が で き る 。 道

路 が 沈 下 し た と し て も 、 １ ｍ 未 満 程 度 で あ れ ば 発 泡 ス

チ ロ ー ル の ス ロ ー プ な ど を 事 前 に 複 数 用 意 し て お く こ

と に よ り 、 緊 急 車 両 の 通 行 を 確 保 で き る よ う に な る 。

こ の よ う に 、 想 定 外 の 外 力 に よ り 道 路 が 損 傷 を 受 け た

と し て も 、 緊 急 車 両 が 通 行 で き る よ う な 最 低 限 の 機 能

を 確 保 し て お く こ と が 重 要 で あ る 。       以 上  
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